
最
近
、
口
臭

を
気
に
す
る
若

年
層
（
特
に
男

性
）
の
受
診
が

目
立
つ
。
口
臭

の
原
因
は
多
様

だ
が
、
臨
床
症
状
だ
け
で
は
な

く
問
診
も
大
切
な
要
素
と
な

る
。
特
に
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

特
殊
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
▼
当
院
を
受
診

し
た
20
代
の
男
性
は
、
近
頃
、

口
臭
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
口
腔
内
を
診
た

と
こ
ろ
原
因
は
な
く
、
内
科
的

疾
患
も
持
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た

生
理
的
口
臭
に
な
る
要
因
も
見

当
た
ら
な
い
▼
さ
ら
に
詳
し
く

聞
い
て
み
る
と
、
職
業
は
放
射

線
技
士
で
あ
り
、
毎
日
Ｎ
95
マ

ス
ク
を
付
け
、
宇
宙
服
の
よ
う

な
防
護
衣
を
着
て
、
い
つ
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
感
で
仕

事
を
続
け
て
い
る
と
、
だ
ん
だ

ん
唾
が
出
な
く
な
る
そ
う
だ
。

仕
事
が
終
わ
る
と
元
に
戻
る
と

い
う
。
原
因
は
、
連
続
し
た
緊

張
感
か
ら
く
る
唾
液
分
泌
減
少

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
▼
私
は
然

も
あ
り
な
ん
と
思
っ
た
。
地
下

の
密
室
で
、
し
か
も
放
射
線
も

漏
洩
で
き
な
い
よ
う
な
部
屋
に

閉
じ
こ
も
れ
ば
、
誰
だ
っ
て
お

か
し
く
な
る
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ

禍
は
、
我
々
の
日
常
に
深
く
爪

痕
を
残
し
て
い
る
。
明
る
い
兆

し
は
ま
だ
だ
ろ
う
か
。
（
Ｈ
）
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（ 前厚生労働省健康局長、 厚生労働省参与）

 ◌݈ᙱ ဏ  
（ 東洋経済新報社編集局報道部記者）

・

ἅ Ἷ Ἔ Ỹ Ỷ Ἵ Ἃ ݣ Ịၐज़ ௨・ ・ 

ử᠃ ᡇ੭ ・ ả ề Ủ・

ή ޛஜ ଯ
（ 前東京都中央区保健所長、 社会保険診療報酬支払基金理事） パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

688
件

半
数
が
歯
科
医
師

厚
生
労
働
省
は
２
月
２
日
の

中
医
協
総
会
に
、
２
０
２
２
年

１
月
14
日
か
ら
同
21
日
に
行
っ

た
「
令
和
４
年
度
診
療
報
酬
改

定
の
議
論
の
整
理
」
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

を
報
告
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
意

見
の
件
数
は
６
８
８
件
。
職
業

別
で
は
歯
科
医
師
が
49
・
４
％

を
占
め
最
も
多
く
、
次
い
で
薬

剤
師
18
・
０
％
、
医
師
は
13
・

５
％
に
留
ま
っ
た
。

項
目
別
で
は
、
「
Ⅲ
―
５

口
腔
疾
患
の
重
症
化
予
防
、
口

腔
機
能
低
下
へ
の
対
応
の
充

実
、
生
活
の
質
に
配
慮
し
た
歯

科
医
療
の
推
進
」
が
２
１
３
６

件
で
最
も
多
か
っ
た
。
次
い
で

「

Ⅰ

―

５
　

か

か

り

つ

け

医
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
、
か

か
り
つ
け
薬
剤
師
の
機
能
の
評

価
」
（
１
８
７
件
）
、
「
Ⅰ
―
７

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
の
た
め
の
取
り
組
み
」
（
１

８
２
件
）
な
ど
が
続
い
た
。
主

な
意
見
は
次
の
通
り
。

・
か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
機
能

の
評
価
に
つ
い
て
は
、
「
Ｓ

Ｐ
Ｔ
（
歯
周
病
安
定
期
治

療
）
や
Ｃ
ｅ
（
エ
ナ
メ
ル
質

初
期
う
蝕
）
に
対
す
る
処
置

な
ど
全
て
の
歯
科
医
療
機
関

で
給
付
可
能
な
項
目
を
、
施

設
基
準
に
よ
っ
て
差
別
化
し

な
い
こ
と
。
（
同
旨
１
３
８

件
）
」

・
在
宅
医
療
に
お
け
る
医
科
歯

科
連
携
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
「
不
合
理
な
施
設
基
準

要
件
を
撤
廃
す
る
こ
と
。
特

に
、
歯
管
の
総
合
医
療
管
理

加
算
の
施
設
基
準
を
撤
廃

し
、
医
管
に
つ
い
て
は
歯
科

衛
生
士
の
配
置
要
件
を
抜
本

的
に
見
直
す
こ
と
。
（
同
旨

１
２
４
件
）
」

・
歯
科
外
来
診
療
に
お
け
る
院

内
感
染
防
止
対
策
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
「
院
内
感
染
防

止
対
策
に
対
す
る
評
価
を
復

活
・
充
実
す
べ
き
。
（
同
旨

１
５
５
件
）
」

・
歯
科
口
腔
疾
患
の
重
症
化
予

防
に
つ
い
て
は
、
「
Ｓ
Ｐ
Ｔ

（
歯
周
病
安
定
期
治
療
）
や

Ｃ
ｅ
（
エ
ナ
メ
ル
質
初
期
う

蝕
）
に
対
す
る
処
置
な
ど
全

て
の
歯
科
医
療
機
関
で
給
付

可
能
な
項
目
を
、
施
設
基
準

に
よ
っ
て
差
別
化
す
べ
き
で

は
な
い
。（
同
旨
１
３
１

件
）」

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

の
小
塩
隆
士
会
長
（
一
橋
大
学

経
済
研
究
所
教
授
）
は
、
２
月

９
日
に
開
か
れ
た
総
会
で
、
２

０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

関
す
る
答
申
書
を
佐
藤
英
道
厚

生
労
働
副
大
臣
に
提
出
し
た
。

今
次
改
定
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
へ
の
対
応
と
し
て
、
歯
科
点

数
表
の
初
診
料
の
注
１
に
規
定

す
る
施
設
基
準
に
新
興
感
染
症

対

策

の

内

容

な

ど

が

加

わ

り
、
初
診
料
お
よ
び
再
診
料
が

３
点
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
に
係
る
評
価
と
し

て
、
訪
問
歯
科
衛
生
指
導
時
に

情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
た
場

合
に
算
定
で
き
る
「
通
信
画
像

情
報
活
用
加
算
30
点
」
が
新
設

さ
れ
る
。
ま
た
、
新
規
技
術
と

し
て
臼
歯
に
対
す
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
や
レ
ジ
ン
前

装
チ
タ
ン
冠
が
保
険
収
載
さ
れ

る
。歯

周
治
療
に
お
い
て
は
、
Ｐ

基
処
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も

に
、

歯

周

病

安

定

期

治

療

（
Ⅱ
）
が
歯
周
病
安
定
期
治
療

に
対
す
る
「
か
か
り
つ
け
歯
科

厚
生
労
働
省
は
、
厚
生
局
に

対
し
て
、
２
０
２
２
年
度
の
指

導
に
つ
い
て
、
事
務
連
絡
を
行

っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
状
況

を
見
極
め
た
上
と
し
な
が
ら

も
、
２
０
２
２
年
度
の
集
団
的

個
別
指
導
を
受
け
た
医
療
機
関

に
つ
い
て
は
２
０
２
４
年
度
に

実
施
さ
れ
る
高
点
数
に
よ
る
個

別
指
導
の
対
象
に
選
定
す
る
よ

う
求
め
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
、
集
団
的
個

別
指
導
を
受
け
た
医
療
機
関
に

対
し
て
高
点
数
に
よ
る
個
別
指

導
を
行
わ
な
い
方
針
と
し
て
き

た
が
、
従
来
通
り
実
施
す
る
形

と
な
っ
た
。
た
だ
、
東
京
都
に

お
い
て
は
、
高
点
数
に
よ
る
個

別
指
導
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
、
直
近
５

年
で
は
０
〜
４
件
に
留
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
適
切
な
保
険
請

求
や
カ
ル
テ
記
載
を
し
て
い
れ

ば
、
個
別
指
導
は
問
題
な
く
終

了
す
る
。

中
医
協

診
療
報
酬
改
定

答
申

医
機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所
加

算
１
２
０
点
」
へ
と
代
わ
る
。

ま
た
、
Ｎ
ｉ

―
Ｔ
ｉ

ロ
ー
タ
リ

ー
フ
ァ
イ
ル
を
用
い
た
評
価
と

し
て
、
手
術
用
顕
微
鏡
加
算
に

対
す
る
１
５
０
点
加
算
が
算
定

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
メ
タ
ル

コ
ア
加
算
が
廃
止
さ
れ
る
一
方

で
、
支
台
築
造
の
印
象
採
得
が

16
点
引
き
上
げ
ら
れ
、
フ
ァ
イ

バ
ー
ポ
ス
ト
を
用
い
た
支
台
築

造
の
技
術
料
も
20
点
引
き
上
げ

ら
れ
る
。

歯
科
訪
問
診
療
に
お
い
て

は
、
歯
科
訪
問
診
療
料
の
20
分

未
満
の
減
算
が
見
直
さ
れ
、
訪

問
診
療
１
の
場
合
は
１
１
０
点

引
き
上
げ
ら
れ
る
が
、
訪
問
診

療
３
の
場
合
は
19
点
引
き
下
げ

　
「
歯
周
病
安
定
期
や
重
症
化

予
防
治
療
に
包
括
し
た
項
目

を
独
立
し
て
算
定
で
き
る
よ

う
に
し
、
歯
周
基
本
治
療
の

点
数
を
引
き
上
げ
て
欲
し

い
。
（
同
旨
１
２
４
件
）
」

・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

口
腔
機
能
管
理
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
「
口
腔
機
能
管
理

料
お
よ
び
小
児
口
腔
機
能
管

理
料
に
つ
い
て
、
点
数
を
引

き
上
げ
、
診
断
や
管
理
に
必

要
な
も
の
を
包
括
す
る
の
で

は
な
く
、
検
査
・
技
術
等
に

も
適
切
な
評
価
を
す
べ
き
。

（
同
旨
１
２
１
件
）
」

・
歯
科
固
有
の
技
術
に
つ
い
て

は
、
「
メ
タ
ル
コ
ア
加
算
の

廃
止
は
中
止
し
フ
ァ
イ
バ
ー

コ
ア
に
も
加
算
を
新
設
し
て

欲

し

い
。
（

同

旨

１

３

３

件
）
」
「
歯
周
基
本
治
療
処
置

の
廃
止
は
中
止
し
、
基
本
診

療
料
に
包
括
さ
れ
て
い
る
ラ

バ
ー
ダ
ム
や
歯
肉
息
肉
除
去

手
術
な
ど
再
評
価
し
て
欲
し

い
。
（
同
旨
１
３
０
件
）
」
等

ら
れ
る
。
な
お
、
主
に
在
宅
患

者
へ
の
実
施
が
想
定
さ
れ
る
口

腔
細
菌
定
量
検
査
が
保
険
収
載

さ
れ
る
。（
関
連
記
事
２
・
３
面
）

協
会
は
、
３
月
24
日(

木)

を

皮
切
り
に
新
点
数
説
明
会
の
開

催
と
動
画
配
信
を
実
施
し
、
４

月
か
ら
の
変
更
点
を
解
説
。
ぜ

ひ
ご
参
加
・
ご
視
聴
を
い
た
だ

き
た
い
（
詳
細
は
５
面
を
参

照
）
。
さ
ら
に
、
改
定
後
の
点

数
に
対
応
し
た
「
歯
科
保
険
診

療
の
研
究
（
２
０
２
２
年
度
４

月
版
）
」
を
会
員
に
１
冊
進
呈

す
る
と
と
も
に
、
デ
ン
タ
ル
ブ

ッ
ク
の
内
容
も
更
新
。
ぜ
ひ
活

用
し
て
ほ
し
い
。

高
点
数
個
別
指
導
開
催
求
め
る

初・再診料 初・再診料 ３３点引き上げ点引き上げ

（ 1 ） 第６ ２ ４ 号 ２ ０ ２ ２ 年（ 令和４ 年）３ 月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（ 毎月１ 回１ 日発行） （ 昭和55年８ 月５ 日
第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、 返戻・ 減点、 指導、 経営・ 税務、 共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。 ☎03（ 3205）2999　 ・ 03（ 3209）9918
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現行 改定案

２  ２ 回目以降の歯周病安定期治療

（ Ⅰ） の算定は、 前回実施月の翌月

の初日から 起算し て ２ 月を 経過し た

日以降に行う 。 ただし 、 一連の歯周

病治療において 歯周外科手術を 実施

し た場合等の歯周病安定期治療（ Ⅰ）

の治療間隔の短縮が必要と さ れる 場

合は、 こ の限り でない。  

２  ２ 回目以降の歯周病安定期治療の

算定は、 前回実施月の翌月の初日か

ら 起算し て ２ 月を 経過し た日以降に

行う 。 ただし 、 一連の歯周病治療に

おいて歯周外科手術を 実施し た場合

等の歯周病安定期治療の治療間隔の

短縮が必要と さ れる 場合又はかかり

つけ歯科医機能強化型歯科診療所に

おいて歯周病安定期治療を 開始し た

場合は、 こ の限り でない。  

（ 新設） ３  かかり つけ歯科医機能強化型歯科

診療所において歯周病安定期治療を

開始し た場合は、 かかり つけ歯科医

機能強化型歯科診療所加算と し て、

120点を 所定点数に加算する 。  

（ 2 ）第６ ２ ４ 号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （ 毎月１ 回１ 日発行）２ ０ ２ ２ 年（ 令和４ 年）３ 月１日 （ 第三種郵便物認可）
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中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医

協
）
総
会
は
２
月
９
日
、
２
０
２
２
年
度

診
療
報
酬
改
定
案
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

副
大
臣
に
答
申
を
行
っ
た
。
改
定
案
の
中

身
を
見
て
多
く
の
保
険
医
は
、
肩
を
落
と

し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
リ
ス
ク
の
高
い
場
所
だ
と

敬
遠
さ
れ
、
赤
字
収
支
と
な
っ
た
企
業
は

た
く
さ
ん
あ
り
歯
科
も
例
外
で
は
な

い
。
多
く
の
歯
科
医
療
機
関
の
収
入
の
中

心
は
保
険
診
療
で
あ
る
。
保
険
診
療
は
算

定
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
個

人
の
努
力
で
は
打
開
策
や
診
療
体
制
の
充

実
も
図
れ
な
い
。
２
年
に
１
度
の
診
療
報

酬
改
定
だ
け
が
是
正
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
は
ね
の
け
る
よ
う

な
改
定
を
期
待
し
て
い
た
。

先
般
、
厚
労
省
に
寄
せ
ら
れ
た
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
数
で
は
、
歯
科
医
師
か
ら

の
意
見
が
49
・
４
％
と
半
数
を
占
め
た
。

こ
れ
を
み
て
も
保
険
医
の
診
療
報
酬
に
対

す
る
不
満
の
大
き
さ
が
現
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
改
定
率
が
プ
ラ
ス
０
・
29
％
に
留

ま
り
前
回
（
プ
ラ
ス
０
・
59
％
）
の
約
半

分
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

が
、
改
定
内
容
に
対
す
る
工
夫
が
乏
し
す

ぎ
る
。 

新
興
感
染
症
に
対
す
る
対
策
の
研
修
を

行
っ
た
歯
科
医
療
機
関
に
対
し
て
初
・
再

診
料
に
プ
ラ
ス
３
点
と
な
っ
た
が
、
歯
周

基
本
治
療
処
置
10
点
が
廃
止
に
な
っ
た
た

め
ト
ー
タ
ル
で
は
実
質
減
点
と
な
る
。
ま

た
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯

科
診
療
所
に
お
け
る
Ｓ
Ｐ
Ｔ
算
定
時
の
加

算
が
プ
ラ
ス
１
２
０
点
し
か
な
く
大
幅
な

ダ
ウ
ン
と
な
る
。
こ
れ
で
は
、
施
設
基
準

を
辞
退
す
る
歯
科
医
療
機
関
が
増
え
る
恐

れ
も
あ
る
。 

口
腔
機
能
管
理
の
対
象
範

囲
の
拡
大
を
行
っ
た
が
、
一
番
必
要
だ
と

思
わ
れ
る
対
象
年
齢
で
の
算
定
率
を
み
て

も
、
増
え
る
気
配
は
全
く
感
じ
ら
れ
な

い
。
外
来
で
の
フ
レ
イ
ル
予
防
が
進
ま
な

け
れ
ば
、
施
設
や
在
宅
で
の
口
腔
機
能
低

下
は
悪
化
の
一
途
を
辿
る
で
あ
ろ
う
。
口

腔
機
能
管
理
料
は
、
対
象
年
齢
の
範
囲
を

広
げ
る
こ
と
で
推
進
を
図
る
の
で
は
な

く
、
管
理
料
を
算
定
し
や
す
く
す
る
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

そ
し
て
、
総
合
医
療
管
理
加
算
に
至
っ

て
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
患
者
さ
ん
だ
け

を
対
象
患
者
に
追
加
し
た
が
、
も
っ
と
総

合
的
医
療
管
理
が
必
要
な
患
者
は
た
く
さ

ん
い
る
。
総
合
医
療
管
理
加
算
の
対
象
疾

患
を
患
者
・
国
民
の
た
め
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

症
だ
け
で
な
く
広
く
認
め
る
べ
き
で
、
こ

の
項
目
が
医
科
歯
科
連
携
の
突
破
口
の
は

ず
な
の
に
周
術
期
の
口
腔
管
理
と
と
も
に

算
定
率
は
伸
び
悩
む
で
あ
ろ
う
。 

た
だ
、

財
源
が
少
な
い
中
、
根
管
治
療
等
の
基
礎

的
技
術
料
に
僅
か
な
が
ら
加
点
し
て
戴
い

た
こ
と
は
評
価
し
た
い
。

２
０
２
５
年
に
は
４
人
に
１
人
が
75
歳

以
上
と
な
り
、
在
宅
医
療
の
ニ
ー
ズ
が
大

幅
に
上
昇
す
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
、
そ
の

備
え
と
な
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
確
立
は
急

務
だ
。
し
か
し
、
在
宅
訪
問
診
療
や
医
科

歯
科
連
携
の
推
進
も
今
次
改
定
の
内
容
で

は
期
待
で
き
な
い
。
中
医
協
の
メ
ン
バ
ー

や
厚
労
省
の
担
当
者
は
、
も
っ
と
現
場
に

降
り
て
き
て
保
険
医
の
苦
悩
を
見
て
ほ
し

い
。
歯
科
診
療
現
場
の
実
態
、
臨
床
の
場

に
立
つ
保
険
医
の
声
に
合
致
し
た
診
療
報

酬
に
す
る
た
め
、
机
上
の
空
論
で
は
な
く

実
態
に
即
し
た
よ
り
一
層
の
創
意
工
夫
を

熱
望
す
る
。 

８ ． 初期根面う 蝕に対するフ ッ 化物歯面塗布処置(Ｆ 局)の対象患者の拡大

　 初期の根面う 蝕に対するＦ 局の対象患者が拡大さ れ、 在宅患者に加えて、 歯

科疾患管理料を算定し た65歳以上の外来患者でも 算定できるよう になっ た。

12． 口腔細菌定量検査の新設

　 口腔細菌定量検査130点が新設さ れた。

９ ． Ｃ Ａ Ｄ ／Ｃ Ａ Ｍインレーの新設

　 臼歯部に対するＣ Ａ Ｄ ／Ｃ Ａ Ｍイ ンレーが新設さ れた。 技術料750点に加え

て材料料を算定する。 また、 Ｃ Ａ Ｄ ／Ｃ Ａ Ｍ冠と 同様に、 装着料に内面処理加

算1・ 45点が算定できる。

13． 歯科部分パノ ラ マ断層撮影の新設

　 学会から 提出さ れた医療技術評価提案書から 、 歯科部分パノ ラ マ断層撮影58

点が新設さ れた。

14． メ タ ルコ ア加算の廃止、 支台築造の印象採得及びフ ァ イ バーポスト を用い

た支台築造の引き上げ

　 メ タ ルコ ア加算30点が廃止さ れた。 また、 支台築造の印象採得が16点引き 上

げら れ、 フ ァ イバーポスト を用いた支台築造の技術料が20点引き上げら れた。

15.電子的保健医療情報活用加算の新設

　 オンラ イン資格確認を行う 医療機関を増やすための推進策と し て、 電子的保

健医療情報活用加算が新設さ れた。 初診料に7点、 再診料に月１ 回に限り ４ 点加

算できる。

10． レジン前装チタ ン冠の新設

　 レ ジン 前装チタ ン冠が新設さ れた。 技術料1‚800点に加えて材料料を 算定す

る。 なお、 前歯部に全部金属冠の単冠と し て製作する場合、 算定できる。

11． Ｎ ｉ －Ｔ ｉ ロータ リ ーフ ァ イル加算の新設

　 加圧根管充填処置が２ 点引き 上げら れると と も に、 Ｎ ｉ －Ｔ ｉ ロータ リ ーフ

ァ イ ル加算が新設さ れた。 手術用顕微鏡加算を届出し た医療機関において、 当

該加算を算定する際に算定する。

現行 改定案

２  在宅等療養患者の場合 110点 ２  初期の根面う 蝕に罹患し ている 患

者の場合 110点 

２  ２ に つい て は、 区分番号Ｃ ０ ０ ０

に掲げる 歯科訪問診療料を 算定し 、

初期の根面う 蝕に罹患し ている 在宅

等で療養を 行う 患者に対し て、 …(略) 

２  ２ に ついて は、 区分番号Ｃ ０ ０ ０

に掲げる 歯科訪問診療料を 算定し 、

初期の根面う 蝕し よ く に罹り 患し て

いる 在宅等で 療養を 行う 患者又は区

分番号Ｂ ０ ０ ０ －４ に掲げる 歯科疾患

管理料（ 注10に規定する エ ナメ ル質

初期う 蝕管理加算を 算定し た場合を

除く 。） を 算定し 、 初期の根面う 蝕に

罹患し て いる 65歳以上の患者に対し

て、 …(略)

注１  別に厚生労働大臣が定める 施設基準に適合し ている も のと し て地方厚

生局長等に届け出た保険医療機関において、 口腔細菌定量検査を 行っ た場

合に、 月２ 回に限り 算定する 。  

２  同一の患者につき １ 月以内に口腔細菌定量検査を ２ 回以上行っ た場合

は、 第２ 回目以後の検査については所定点数の100分の50に相当する 点数に

よ り 算定する 。  

３  区分番号Ｄ ０ ０ ２ に掲げる 歯周病検査又は区分番号Ｄ ０ ０ ２ －５ に掲げる

歯周病部分的再評価検査を 算定し た月は、 別に算定でき ない。

Ｍ０ １ ５ －３  Ｃ Ａ Ｄ ／Ｃ Ａ Ｍイ ン レ ー（ １ 歯につき ） 750点

注 別に厚生労働大臣が定める 施設基準に適合し ている も のと し て地方厚

生局長等に届け出た保険医療機関において 、 歯冠補綴物の設計・ 製作に要

する コ ン ピ ュ －タ 支援設計・ 製造ユニッ ト （ 歯科用Ｃ Ａ Ｄ ／Ｃ Ａ Ｍ装置）

を 用いて、 臼歯に対し て歯冠修復物（ 全部被覆冠を 除く 。） を 設計・ 製作

し 、 装着し た場合に限り 算定する 。

新設

Ｍ０ １ １ －２  レ ジン 前装チタ ン 冠（ １ 歯につき ） 1,800点

現行 改定案

１  単根管 136点 

２  ２ 根管 164点

３  ３ 根管以上 208点

１  単根管 138点 

２  ２ 根管 166点

３  ３ 根管以上 210点

注３  ３ について は、 別に厚生労働大

臣が定める 施設基準に適合し て いる

も のと し て 地方厚生局長等に届け出

た保険医療機関において、 歯科用３

次元エ ッ ク ス線断層撮影装置及び手

術用顕微鏡を 用いて 根管治療を 行っ

た 場合に、 手術用顕微鏡加算と し

て、 400点を 所定点数に加算する 。 …

(略)

注３  ３ については、 別に厚生労働大

臣が定める 施設基準に適合し ている

も のと し て地方厚生局長等に届け出

た保険医療機関において、 歯科用３

次元エ ッ ク ス 線断層撮影装置及び手

術用顕微鏡を 用いて根管治療を 行っ

た 場合に、 手術用顕微鏡加算と し

て、 400点を 所定点数に加算する 。 …

(略)

（ 新設） 注４  注 ３ に規定する 場合で あっ て、

Ｎ ｉ －Ｔ ｉ ロ ータ リ ーフ ァ イ ルを 用

いて 根管治療を 行っ た場合は、 Ｎ ｉ

－Ｔ ｉ ロ ータ リ ーフ ァ イ ル加算と し

て、 150点を 更に 所定点数に 加算す

る 。  

２ ０ ２ ２ 年２ 月９ 日に開催さ れた中央社会保険医療協議会総会の「 答申」 を 踏まえて主なポイ ント を 解説し ます。 なお、 ３ 月上

旬に発出さ れる告示や通知で、 各項目の具体的な取り 扱いが示さ れるほか、 改定項目がさ ら に増える こ と が想定さ れます。 詳

細は、 ３ 月に開催さ れる新点数説明会で解説し ますので、 会員の皆様はぜひご参加く ださ い(参加方法等は５ 面参照)。

「
大
多
数
の
保
険
医
は
が
っ
か
り
し
て
い
る
」

松
島
良
次
（
東
京
歯
科
保
険
医
協
会 

政
策
委
員
長
）

談 話

２
０
２
２
年
２
月
25
日
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歯 科 診 療 報 酬 改 定 の ポ イ ン ト歯 科 診 療 報 酬 改 定 の ポ イ ン ト
１ ． 初診料及び再診料の引き上げと 施設基準の変更

　 歯科初診料の注１ (歯初診)を届出し ている場合の初診料および再診料が３ 点引

き上げら れた。 なお、 引き上げに際し ては、 歯周基本治療処置10点の廃止分の

財源が充てら れた。

　 歯初診の施設基準の研修に標準予防策および新興感染症の対策が追加さ れ、

経過措置が設けら れた。

２ ． 小児口腔機能管理料の対象年齢の拡大

　 小児口腔機能管理料の対象年齢が、 15歳未満から 18歳未満に拡大さ れた。

６ ． 在宅療養支援歯科診療所（ 歯援診） の施設基準の見直し

　 訪問診療の実績について、歯援診１ は15回以上から 18回以上に引き上げら れ、

歯援診２ は10回以上から ４ 回以上に引き 下げら れた。 また、 歯援診１ の施設基

準の引き上げに関し ては、 経過措置が設けら れた。

　 歯援診１ を届け出た場合の歯科疾患在宅療養管理料などの点数は引き 上げら

れたが、 歯援診2の場合は引き下げになっ た。

３ ． 口腔機能管理料の対象年齢の拡大

　 口腔機能管理料の対象年齢が、 65歳以上から 50歳以上に拡大さ れた。

４ ． 20分未満における歯科訪問診療料の減算の見直し

　 診療時間が20分未満の場合の減算が見直さ れ、 歯科訪問診療１ は110点引き上

げ、 歯科訪問診療２ は据え置き、 歯科訪問診療３ は19点引き下げら れた。

現行 改定案

歯科初診料 261点 

歯科再診料 53点

【 施設基準】

(2) 感染症患者に対する 歯科診療に対

応する 体制を 確保し ている こ と 。  

(3) 歯科外来診療の院内感染防止対策

に係る 研修を ４ 年に１ 回以上、 定期

的に受講し ている 常勤の歯科医師が

１ 名以上配置さ れている こ と 。

 

(4) 職員を 対象と し た院内感染防止対

策にかかる 標準予防策等の院内研修

等を 実施し ている こ と 。

 

(7) 令和２ 年３ 月31日において、 現に

歯科点数表の初診料の注１ の届出を

行っ て い る 保険医療機関に つ い て

は、 令和２ 年６ 月30日ま で の間に 限

り 、 １ の(4)の基準を 満たし て いる も

のと みなす。

歯科初診料 264点 

歯科再診料 56点

【 施設基準】

(2) 感染症患者に対する 歯科診療を 円

滑に実施する 体制を 確保し ている こ

と 。  

(3) 歯科外来診療の院内感染防止に係

る 標準予防策及び新興感染症に対す

る 対策の研修を ４ 年に１ 回以上、 定

期的に受講し ている 常勤の歯科医師

が１ 名以上配置さ れている こ と 。  

(4) 職員を 対象と し た院内感染防止に

かかる 標準予防策及び新興感染症に

対する 対策等の院内研修等を 実施し

ている こ と 。  

(7) 令和４ 年３ 月31日において、 現に

歯科点数表の初診料の注１ の届出を

行っ て い る 保険医療機関に つ い て

は、 令和５ 年３ 月31日ま で の間に限

り 、 １ の(3)及び（ 4） の基準を 満た

し て いる も のと みな す。 ただし 、 令

和３ 年４ 月１ 日から 令和４ 年３ 月31日

の間に（ 3） の研修を 受講し た者につ

いて は、 当該研修を 受けた日から ２

年を 経過する 日ま では当該基準を 満

たし ている も のと みなす。

５ ． 歯科訪問診療料１ 及び２ に対する通信画像情報活用加算の新設

　 訪問歯科衛生指導料(訪衛指)を算定し た歯科衛生指導の実施時に、 情報通信

機器を用いて歯科医師が口腔内の状態などを観察し、 訪衛指の算定から ２ か月

以内に歯科訪問診療を実施し た場合に加算できる通信画像情報活用加算30点が

新設さ れた。 地域歯科診療支援病院または在宅療養支援歯科診療所の届出医療

機関が算定できる。

16 １ 及び２ について、 地域歯科診療支援病院歯科初診料、 在宅療養支援歯

科診療所１ 又は在宅療養支援歯科診療所２ に係る 施設基準に適合する も の

と し て地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、 当該保険医療機

関の歯科衛生士等が、 過去２ 月以内に区分番号Ｃ ０ ０ １ に掲げる 訪問歯科

衛生指導料を 算定し た患者であっ て、 当該歯科衛生指導の実施時に当該保

険医療機関の歯科医師が情報通信機器を 用いて口腔内の状態等を 観察し た

も のに対し て、 歯科訪問診療を 実施し た場合は、 通信画像情報活用加算と

し て、 患者１ 人につき 月１ 回に限り 、 30点を 所定点数に加算する 。

現行 改定案

注１  区分番号Ｂ ０ ０ ０ －４ に掲げる

歯科疾患管理料又は区分番号Ｂ ０ ０

２ に掲げる 歯科特定疾患療養管理料

を 算定し た患者で あっ て、 口腔機能

の発達不全を 有する15歳未満の小児

に対し て、 …(略)

注１  区分番号Ｂ ０ ０ ０ －４ に掲げる

歯科疾患管理料又は区分番号Ｂ ０ ０

２ に掲げる 歯科特定疾患療養管理料

を 算定し た患者で あっ て、 口腔機能

の発達不全を 有する18歳未満の児童

に対し て、 …(略)

現行 改定案

(1) 在宅療養支援歯科診療所１ の施設

基準 

ア 過去１ 年間に歯科訪問診療料１ 及

び歯科訪問診療２ を 合計15回以上を

算定し ている こ と 。  

カ  当該診療所において、 過去１ 年間

の在宅医療を 担う 他の保険医療機

関、 訪問看護ス テ ーシ ョ ン、 地域包

括支援セ ン タ ー、 居宅介護支援事業

所又は介護保険施設等から の依頼に

よ る 歯科訪問診療料の算定回数の実

績が５ 回以上である こ と 。  

(2) 在宅療養支援歯科診療所２ の施設

基準 

ア 過去１ 年間に歯科訪問診療１ 及び

歯科訪問診療２ を 合計10回以上算定

し ている こ と 。  

（ 新設）

(1) 在宅療養支援歯科診療所１ の施設

基準 

ア 過去１ 年間に歯科訪問診療料１ 及

び歯科訪問診療２ を 合計18回以上算

定し ている こ と 。  

カ  当該診療所において、 過去１ 年間

の在宅医療を 担う 他の保険医療機

関、 保険薬局、 訪問看護ス テ ーシ ョ

ン 、 地域包括支援セン タ ー、 居宅介

護支援事業所又は介護保険施設等か

ら の依頼によ る 歯科訪問診療料の算

定回数の実績が５ 回以上であるこ と 。  

(2) 在宅療養支援歯科診療所２ の施設

基準 

ア 過去１ 年間に歯科訪問診療１ 及び

歯科訪問診療２ を 合計４ 回以上算定

し ている こ と 。  

(3) 令和４ 年３ 月31日において、 現に

在宅療養支援歯科診療所１ の届出を

行っ て い る 保険医療機関に つ い て

は、 令和５ 年３ 月31日ま で の間に限

り 、 １ の（ １ ） のア の基準を 満た し

ている も のと みなす。

歯科疾患在宅療養管理料

１  在宅療養支援歯科診療所１ の場合 

320点 

２  在宅療養支援歯科診療所２ の場合 

250点

歯科疾患在宅療養管理料

１  在宅療養支援歯科診療所１ の場合 

340点 

２  在宅療養支援歯科診療所２ の場合 

230点

現行 改定案

(1) 口腔機能管理料と は、 65歳以上の

歯の喪失や加齢、 こ れら 以外の全身

的な疾患等によ り 口腔機能の低下を

認める 患者に対し て、 …(略)

(1) 口腔機能管理料と は、 50歳以上の

歯の喪失や加齢、 こ れら 以外の全身

的な 疾患等によ り 口腔機能の低下を

認める 患者に対し て、 …(略)

現行 改定案

４  １ から ３ ま で を 算定する 患者（ 歯

科訪問診療料の注13に該当する 場合

を 除く 。） について、 当該患者に対す

る 診療時間が20分未満の場合は、 そ

れぞれの所定点数の100分の70に相当

する 点数によ り 算定する 。 ただし 、

次のいずれかに該当する 場合は、 こ

の限り ではない。

４  １ から ３ ま で を 算定する 患者（ 歯

科訪問診療料の注13に該当する 場合

を 除く 。） について、 当該患者に対す

る 診療時間が20分未満の場合におけ

る 歯科訪問診療１ 、 歯科訪問診療２

又は歯科訪問診療３ について はそれ

ぞれ880点、 253点又は111点を 算定す

る 。 ただし 、 次のいずれかに該当す

る 場合は、 こ の限り ではない。

７ ． 歯周病安定期治療(Ｓ Ｐ Ｔ )の統合と か強診加算の新設

　 Ｓ Ｐ Ｔ Ⅱが廃止さ れ、 Ｓ Ｐ Ｔ は１ つに統合さ れた。 かかり つけ歯科医機能強

化型歯科診療所(か強診)においては、 か強診加算120点をＳ Ｐ Ｔ に加算し 、 ３ 月

１ 回より も 短い間隔でＳ Ｐ Ｔ を算定できる。

2 0 2 2 年 　 改 定 特 集
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　経営・税務相談Q＆A  No.391　

Q １ ４ 月から 施行さ れる 「 改正育児・ 介

護休業法」 の内容を 教え て ほし い 。

A １ 2021年６ 月に 育児 ・ 介護休業法が改正

さ れ、 2022年４ 月から 段階的に施行さ れま す。

４ 月に施行さ れる のは以下２ 点で す。

１ ． 育児休業を 取得し やすい 雇用環境整備

及び妊娠・ 出産の申出を し た 労働者に対す

る 個別の周知・ 意向確認の措置の義務付け。

①育児休業の申出・ 取得を 円滑に する た

　 めの雇用環境の整備に関する 措置 

②妊娠・ 出産（ 本人又は配偶者） の申出

　 を し た 労働者に対し て 事業主から 個別

　 の制度周知及び休業の取得意向の確認

　 のた めの措置を 講ずる こ と を 事業主に

　 義務付ける

２ ． 有期雇用労働者の育児・ 介護休業取得

要件の緩和有期雇用労働者の育児休業及び

介護休業の取得要件のう ち 「 事業主に 引き

続き 雇用さ れた 期間が１ 年以上で あ る 者」

で あ る こ と と い う 要 件 を 廃 止 す る 。 た だ

し 、 労使協定を 締結し た 場合に は、 無期雇

用労働者と 同様に 、 事業主に 引き 続き 雇用

さ れた 期間が１ 年未満で あ る 労働者を 対象

から 除外する こ と を 可能と する 。

※厚生労働省作成「 令和３ 年改正法の概要」

　 よ り 抜粋

Q ２ 雇用主と し て ど のよ う な こ と に 対応

すればよ い ので し ょ う か。

A ２ 前項の１ に よ っ て 「 育児休業を 取得

する かど う か」 と い う 労働者の意思を 雇用

主 が 直 接 確 認 す る こ と が 義 務 づ け ら れ ま

す。 こ れは、 個別面談等を 通じ 、 雇用主が

労働者に 「 育児休業取得の権利があ る 」 こ

と を 伝え 、 雇用主が労働者の「 育児休業取

得」 を 奨励する よ う に 、 と い う 趣旨で 改定

さ れて い ま す。 妊娠・ 出産（ 本人ま た は配

偶者） の申出を し た 労働者が対象者と な り

ま す。 父親・ 母親に な る 労働者に は必ず、

育休取得の意思を 確認し て く だ さ い 。

　 前項の２ に お い て は、 有期雇用労働者が

育児・ 介護休業を 取得で き る 要件の 「 事業

主に 引き 続き 雇用さ れた 期間が１ 年以上で

あ る 者」 が４ 月から 廃止さ れま す。 労使協

定を 締結し た 場合には 「 事業主に 引き 続き

雇用さ れた 期間が１ 年以上で あ る 者」 を 対

象外と する こ と が可能で す。 労使協定は３

月中に締結する 必要があ り ま す 。 改正内容

を ご 理解い た だ き 、 労使協定を 締結する か

否かを 検討し て く だ さ い 。

　 厚生労働省は、 出産・ 育児等に よ る 労働

者の離職を 防ぎ 、 希望に 応じ て 男女と も に

仕事と 育児等を 両立で き る こ と を 目的に 法

整 備 を 行 っ て い ま す。 育 児 休 業 に 関 し て

は、「 マ タ ハラ （ マ タ ニ テ ィ ・ ハラ ス メ ン

ト ）」「 パタ ハラ （ パタ ニ テ ィ ・ ハラ ス メ ン

ト ）」「 ジ タ ハラ （ 時短ハラ ス メ ン ト ）」 等の

ハラ ス メ ン ト も 社会問題に な っ て い ま す。

「 法改正に 対応する こ と 」 を 目的に 行う の

で はな く 、「 育児制度を 取得し やす い 職場

風土の育成」 を 目的に 行っ て く だ さ い 。

　 な お、 今回の２ 点のほか、 本年10月に は

新 た に ① 産 後 パ パ 育 休（ 出 生 時 育 児 休

業）、 ②育児休業制度の変更―の２ 点が施

行さ れる 予定で すので 、 本紙で も 適時ご 紹

介い た し ま す。 ご 参照く だ さ い 。

　 施行日に 慌て る こ と のな い よ う 、 今から

就業規則改定を はじ め社内制度の整備や対

応方針等を 検討し て お く と 安心で す 。 厚労

省のホ ームペ ージ 「 令和３ 年改正法の概要」

も あわせて ご 確認く だ さ い 。

◀ 厚生労働省「 育児・ 介護休

　 業法について」
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  ４ 月から 施行

  改正育児・

  介護休業法に備える

春の共済募集キャンペーン いよいよスタート！この機会にぜひお申込みを！

3月1日（火）からグループ生命保険、 4月1日（金）から保険医休業保障共済保険（休保制度）、保険医年金の募集が開始します！

免責日数が短縮！入院時は初日から給付可能！

休保制度

Ԅ ӿ免責日数 入院 日→

幅広いケガ・疾病に対応してます！
この機会にぜひご加入ください！

グループ生命保険

共済制度の詳細は同封チラシを確認してください！お問合せは TEL ０３－３２０５－２９９９（共済部）まで

Ӽ Ӻ Ӽ Ӻ 年度配当実績約５３％！
手ごろな掛金でしっかり保障！

保険医年金
予定利率１％超！

ӻ月々最低 万円から積立可！

3月1日（火）からグループ生命

Ӻ 日

ӽ 日ӿ自宅 日→

※2022年8月1日から適用開始です。

資料請求
はコチラ↓資料請求は

コ チラ ↓

マイナポータル
「利用規約」を読読み解解く

～３つの点に着目～

mailto:info@tokyo-sk.com


（ 5 ） 第６ ２ ４ 号 ２ ０ ２ ２ 年（ 令和４ 年）３ 月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（ 毎月１ 回１ 日発行） （ 第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、 返戻・ 減点、 指導、 経営・ 税務、 共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。 ☎03（ 3205）2999　 ・ 03（ 3209）9918

電子書籍デンタルブック電子書籍デンタルブック
保険請求や知り たい情報をたく さ ん学べる！

※右のQRコードより会員登録ください

2022年度度

診療報酬改定改定

新新点数説明会

研究会 ・ 行事のご案内研究会 ・ 行事のご案内

2022年度診療報酬改定では、「 歯科点数表の初診料の注１ に規定す

る 施設基準」 の見直し や、 CA D ／ CA M イ ン レ ーな ど の保険収載

も 予定さ れています。

協会で は、 適切な 情報提供を 行う べく 、 協会講師団を 講師と し

て、「 新点数説明会」 を 開催し ます。 　

今回は感染対策を 目的に 動画配信

を 実施し ます。 なお、 会場席も ご用意

し ます（ 完全予約制）。

概要 日時 会場 定員
動画配信

（オンデマンド配信）

第１回
「改定の要点」

３月24日（木）
午後６時30分〜９時00分

日本教育会館・
一ツ橋ホール

（千代田区一ツ橋2-6-2）

①ライブ配信：3,000名
②会場：350名
 （会場参加は、会員証１枚で１名に限る）

3月28日（月）から動画配信
（オンデマンド配信）も実施
予定です。

第２回
「改定の要点」

※第１回と内容は同じです

３月29日（火）
午後６時30分〜９時00分

会場：600名
（ライブ配信なし）

第１回と内容は同じであるた
め、動画配信（オンデマンド
配信）は行いません。

第３回
「在宅医療」

４月20日（水）
午後６時30分〜９時00分

会場：600名
（ライブ配信なし）

4月25日（月）から、動画
配信（オンデマンド配信）を
実施予定です。

第４回
「保険請求時の留意点」

４月26日（火）
午後６時30分〜９時00分

会場：600名
（ライブ配信なし）

5月2日（月）から、動画
配信（オンデマンド配信）を
実施予定です。

　　第１・３・４回は動画配信（オンデマンド配信）を行います。感染対策の観点から、ぜひライブ配信や動画配信（オンデマンド配信）を活用ください。

なかのZERO
大ホール

（中野区中野2-9-7）

参加手続き参加手続き
◆会員の方のご参加
①動画配信（ オンデマンド 配信） での視聴の場合

・ 参加費は無料。 イ ンタ ーネッ ト の通信料は参加者のご負担になり ます。

・ 予約は不要ですが、「 デンタ ルブッ ク 」 の登録が必要です。 未登録の方は、 協会ホー

　 ムページ内の「 デンタ ルブッ ク 」 バナーから アク セスし ていただき 、 新規会員登録

　 を行っ てく ださ い（ 本面後記のQ R コ ード から も アク セスでき ます）。

②第１ 回新点数説明会のラ イ ブ配信を視聴の場合

・ 完全予約制です。 ３ 月１ 日（ 火） 頃より 予約受付を開始し ます。 開催日２ 日前まで

　 にご予約く ださ い。

・ 参加費は無料。 イ ンタ ーネッ ト の通信料は参加者のご負担と なり ます。

・ Zo o m ウェ ビナーを用います。 なお、 登録でき るアカ ウント （ メ ールアド レ ス）

　 は、 会員１ 名につき １ 件です。

③会場参加の場合

・ 完全予約制です。 ３ 月１ 日（ 火） 頃よ り 予約受付を 開始し ます。 開催日２ 日前まで

　 にご予約く ださ い。

・ 会員、 またはスタ ッ フ の参加費は、 会員証１ 枚で１ 名無料、 ２ 人目以降１ 名につき

　 1 ,0 0 0 円です（ 同伴者が参加でき るのは、 第２ 回目以降の説明会に限り ます）。  

・ ゴールド の会員証（ 右下図） を必ずご持参く ださ い。 提示がない場合、 入場が遅れる 

　 こ と やお断り するこ と があり ます。 紛失さ れた場合は再発行（ 手数料1 ,8 0 8 円） と

　 なり 、 発行まで１ カ 月程度かかるため、 早めに組織部までお申し 出く ださ い。

・ 例年受付が大変混み合います。 第２ 回目以降の説明会において同伴者が参加する場

　 合、 同伴者が遅れて入場する など個別対応はいたし かねますので、 必ず全員お揃い

　 の上でご入場く ださ い。

・ 必ずマスク の持参、 および着用をお願いいたし ます。

　 また、 検温を実施し 、 発熱が認めら れる方などにつ

　 き まし ては入場を控えていただく 場合があり ます。

　 なお、 会場の規定から 座席指定や入場者名簿の作成

　 などを行う 場合がございますので、 あら かじ めご了

　 承く ださ い。 会員証見本 ※こ ちら を ご持参く ださ い

＜テキスト の発送＞
・「 2 0 2 2 年改定の要点と 解説」を テキスト と し て使用し ます。

・ 会員の方には、 郵送物の登録先に３ 月23日（ 水） 頃に１ 冊

　 無料で送付し ますので、 必ずご用意の上で、 視聴または会

　 場にご参加く ださ い。  

・ 追加で テ キス ト が必要な 方は、 ①会場販売（ １ 冊2 ,0 0 0

　 円）、 ②注文（ 1 冊3 ,0 0 0 円※送料・ 代引き 手数料含む） に

　 て ご 購入いただけま す。 注文さ れる 場合は、 協会ホームペ

　 ージ内の案内に沿っ てお申し 込みく ださ い。 ３ 月15日（ 火）

　 ま での注文分は３ 月23日（ 水） 頃に郵送物の登録先にお届け、 それ以降の

　 注文分は随時発送いたし ます。

◆未入会員の方のご参加
　 未入会員の場合は、 第２ ～４ 回説明会において、 １ 会場につき １ 名あたり  

　 30,0 0 0 円で会場参加いただけます。 なお、 会員と し て参加を希望さ れる場

　 合は、 事前の入会を お願いし ており ます。

　 参加希望の方は事前に03-3 2 0 5 -2 9 9 9 （ 組織部） へお電話く ださ い。

予 約予 約
会員の方が第１ 回新点数説明会のラ イ ブ配信の視聴、 または各回 

　 の会場参加を する 場合には、 予約が必要です(完全予約制)。 予約

　 は、 ３ 月１ 日（ 火） 頃よ り 、 協会ホームページ内「 歯科診療報酬

　 2 0 2 2 年度改定特設ページ」 にある 申込フ ォ ームから 開始いたし

　 ます。 開催日の２ 日前までにご予約く ださ い（ 右のQRコ ード から も

　 アク セスできます）。

　 未入会員の方の場合は、 恐れ入り ま すが、 03-3 2 0 5 -2 9 9 9 (組織部)ま でお　

　 電話く ださ い。

診療報酬改定の内容がわから ない…

患者やスタ ッ フ と のト ラ ブルで困っ てる…

支援金の申請は
どう やっ たら …

新規個別指導の通知が来た!

ご入会に関する お問い合わせは組織部（ 0 3 -3 2 0 5 -2 9 9 9 ） まで

会員数５ ， ９ ２ ２ 名（ ２ 月１ 日現在）

こ んなお悩みを持っ た先生方を協会はサポート し ます! ぜひご紹介く ださ い!

返戻が来た! どこ を直せば… 会会員優優待
ご案内

優待券を ご希望の方は、 以下のＱ Ｒ コ

ード よ り お申し 込みく ださ い。「 サン リ

オピ ュ ーロ ラ ン ド 」「 リ ソ ルの森」「 フ ジ

ヤマ倶楽部」 など 各種優待も

ご用意し ており ます。

「 20 2 2 年改定の

　 要点と 解説」表紙



ダイヤモンド・ プリンセス号から学ぶ教訓
一般診療とコロナ診療の体制をバランスよく構築することが課題　　　正林 督章

―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
国
内
動
向
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
は
昨
年
夏
ま
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
以
下
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
）
の
大
き
な
波
を
５
回

経
験
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
新
規
陽
性
者
数
の
波
の

形
を
見
る
と
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
よ
り
高
く
、

さ
ら
に
感
染
拡
大
期
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
第
５
波
で
見
る
と
、
過
去
に
比
べ
て
「
重
症
化
率
」

「
致
死
率
」
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
起
き
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
が
高
ま
っ

て
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
開

発
が
行
わ
れ
、
予
防
接
種
や
感
染
を
通
じ
て
体
内
に
免

疫
抗
体
が
で
き
、
重
症
化
し
づ
ら
く
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

　
わ
が
国
は
第
１
波
か
ら
第
５
波
を
経
験
し
、
今
回
の

第
６
波
と
な
る
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
拡
大
に
つ
い
て

の
数
が
増
え
た
場
合
、
保
健
所
の
積
極
的
疫
学
調
査
を

行
う
体
制
（
現
有
戦
力
）
な
ど
が
追
い
つ
か
ず
、
疫
学

調
査
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る

と
緊
急
事
態
宣
言
や
、
社
会
的
な
介
入
が
必
要
と
な
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
保
健
所
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
大

き
く
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
厚
労
省
で
は
、
都
道
府
県

単
位
で
潜
在
保
健
師
等
を
登
録
す
る
人
材
バ
ン
ク
「
Ｉ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
（
※
）
」
を
創
設
し
、
感
染
拡
大
時
に
保
健

所
で
保
健
師
等
の
専
門
職
が
不
足
し
た
場
合
に
、
各
保

健
所
体
制
を
増
強
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
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」
の
略

―
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

号
」
の
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

船
し
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
は

全
長
290
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
50
メ
ー
ト
ル
以
上

あ
る
船
舶
で
、
こ
こ
に
３
７
０
０
人
の
乗
員
・
乗
客
が

乗
っ
て
い
ま
し
た
。
２
月
４
日
、
乗
船
し
た
検
疫
官
よ

り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
31
人
中
10
人
陽
性
の
乗
客
・

乗
員
の
存
在
が
判
明
し
た
と
厚
労
省
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

本
部
に
連
絡
が
あ
り
、
私
は
す
ぐ
に
自
宅
に
着
替
え
を

取
り
に
行
き
、
そ
の
ま
ま
横
浜
港
へ
向
か
い
、
翌
５
日

午
前
５
時
頃
に
乗
船
し
ま
し
た
。
そ
し
て
状
況
を
確
認

し
、
船
長
に
船
内
検
疫
を
開
始
す
る
旨
を
告
げ
、
乗
客

が
他
の
人
と
接
触
し
な
い
よ
う
に
注
意
点
を
お
伝
え

し
、
６
時
半
頃
に
船
長
よ
り
乗
客
の
方
々
へ
、
各
船
室

で
待
機
す
る
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
こ
の
日
か
ら
乗
客
は
14
日
間
、
そ
れ
ぞ
れ
個
室
に

待
機
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
本
格
的
な
船
内
検
疫

が
始
り
ま
す
。

　
私
に
与
え
ら
れ
た
任
務
は
、
感
染
拡
大
を
水
際
で
食

い
止
め
る
こ
と
、
船
内
で
の
感
染
拡
大
を
制
圧
す
る
こ

と
、
そ
し
て
乗
員
・
乗
客
の
方
々
の
健
康
管
理
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
十
分
な
対
応
を
せ
ず
に
乗
員

・
乗
客
全
員
を
一
度
に
下
船
さ
せ
て
い
た
ら
、
全
国
に

感
染
を
広
め
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
個
室

隔
離
に
よ
り
船
内
で
の
感
染
拡
大
を
制
御
で
き
、
水
際

で
感
染
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
船
内
で
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
船
内
で
の
経
験
か
ら
得
た
教
訓
は
あ
り
ま
す
か
。

訓
と
し
て
は
、
乗
員
・
乗
客
を
早
め
に
下
船

で
き
る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
宿
泊

施
設
を
確
保
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
等
を
行
っ
た
う
え

で
移
送
す
る
こ
と
で
す
。
当
初
か
ら
そ
の
方
針
で
臨
ん

で
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
３
７
０
０
人
分
の
宿
泊
施
設

を
確
保
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
、
お
そ
ら
く
当
時
、

世
界
中
ど
こ
を
探
し
て
も
３
７
０
０
人
を
隔
離
す
る
施
設

等
の
確
保
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
船
内

と
い
う
特
殊
な
環
境
の
た
め
、
個
室
の
中
に
長
い
時
間
い

た
こ
と
に
よ
る
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
方
も
多
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
（
精
神
科
チ

ー
ム
）
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
乗
員
・
乗
客
の
精
神
的
ケ

ア
を
し
つ
つ
、
移
送
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
早
期
に
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
こ
と
が

大
切
で
重
要
な
教
訓
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
日
本
赤
十
字
社
、
自
衛
隊
の
支
援
チ

ー
ム
に
乗
り
込
ん
で
い
た
だ
き
、
乗
員
・
乗
客
の
「
検

体
採
取
」
「
陽
性
者
の
搬
送
」
な
ど
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
た
だ
、
支
援
チ
ー
ム
も
日
頃
は
感
染
症

の
勉
強
は
し
て
い
な
い
た
め
、
改
め
て
感
染
症
の
知
識

を
持
っ
て
も
ら
う
訓
練
も
必
要
で
し
た
。
Ｎ
95
マ
ス
ク

な
ど
の
防
護
具
の
つ
け
方
を
間
違
え
れ
ば
、
感
染
防
止

に
な
り
ま
せ
ん
。
正
し
い
装
着
方
法
と
と
も
に
、
何
を

し
た
ら
感
染
す
る
の
か
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
し
て
適
宜
、
感
染
症
の
専
門
家
に
知
見
を
求
め
る

こ
と
や
、
必
要
な
薬
剤
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ

と
も
教
訓
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
基
礎
疾
患
を
持
つ

乗
客
も
多
く
、
重
症
度
を
見
な
が
ら
、
ト
リ
ア
ー
ジ
的

に
搬
送
医
療
機
関
を
選
別
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
際

に
、
専
門
家
の
知
見
や
見
識
が
非
常
に
役
立
ち
ま
し

た
。
こ
の
ク
ル
ー
ズ
船
へ
の
対
応
は
、
後
の
全
国
に
広

が
っ
た
感
染
対
策
に
生
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
こ
れ
は
船
会
社
の
教
訓
か
と
思
い
ま
す
が
、

乗
員
の
体
制
維
持
に
は
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ジ
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
の
確
保
が
重
要
で
す
。
乗
員
に
感
染
者
が
出
た
場

合
、
医
療
機
関
に
搬
送
す
れ
ば
、
船
の
機
能
を
維
持
す

る
た
め
の
補
充
要
員
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
船
会
社
に

は
船
を
維
持
す
る
だ
け
の
サ
ー
ジ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
は

持
っ
て
い
て
も
ら
え
る
と
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
医
療
体
制
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

デ
ィ
ア
の
一
部
が
経
済
重
視
の
観
点
か
ら
、

医
療
体
制
が
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
と
報

道
し
て
い
ま
す
が
、
私
か
ら
見
る
と
、
メ
デ
ィ
ア
が
指

摘
す
る
よ
う
な
怠
け
て
い
る
医
療
従
事
者
は
、
ほ
と
ん

ど
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
世
の
中
の
人
に
は
中
々

ご
理
解
い
た
だ
け
ま
せ
ん
が
、

医
療
機
関
は
普
段
、

通
常

の
診
療
を
し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
が
日
常
診
療
を
や
っ

て
い
く
中
で
、
同
時
並
行
的
に
感
染
症
と
対
峙
し
な
い
と

い
け
な
い
現
実
を
忘
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
診
療
体
制
が
で

き
て
い
な
い
と
報
道
す
る
の
は
い
か
が
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
厚
労
省
で
健
康
局
長
と
し
て
、「
が
ん
の
診
療
」

「
が
ん
の
予
防
」
「
循
環
器
系
の
疾
患
の
予
防
・
治
療
」

な
ど
、
一
般
診
療
を
考
え
な
が
ら
、
同
時
に
新
型
コ

ロ
ナ
の
診
療
体
制
を
組
む
こ
と
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
医
療
資
源
を
集
中
し
す
ぎ

て
、
結
果
的
に
自
殺
者
が
増
え
て
し
ま
う
、
あ
る
い
は

が
ん
の
発
見
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
亡
く
な
る
方
が
増
え

て
し
ま
う
、
そ
う
い
う
事
態
を
極
力
少
な
く
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
医
療
全
体
の
中
で
、
一
般
診
療
と
新
型
コ
ロ
ナ
診
療

の
体
制
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
構
築
す
る
こ
と
―
こ
れ
が
最

大
の
課
題
で
あ
り
、
今
後
も
向
き
合
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
既
存
の
医

療
体
制
だ
け
で
は
な
く
、
入
院
へ
移
行
す
る
前
の
方
に

一
時
的
に
酸
素
だ
け
を
供
給
す
る
場
所
を
医
療
機
関

扱
い
に
し
た
り
、
ホ
テ
ル
や
自
治
体
の
施
設
な
ど
に
病

床
を
置
い
て
臨
時
の
医
療
施
設
と
し
た
り
、
新
し
い
体

制
の
構
築
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
感
染
者
が
増
え
た
時
に
、
宿
泊
療
養
施
設
、
あ
る

い
は
自
宅
療
養
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
訪
問
診
療
に
よ
る
見
守
り
や
、
電
話
一
本
で
入
院

の
必
要
な
方
を
す
ぐ
搬
送
で
き
る
体
制
を
作
る
こ
と

も
、
今
後
の
課
題
か
と
思
い
ま
す
。

―
本
年
１
月
末
時
点
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
50
万
人
、
イ
タ
リ
ア
で
は
18
万
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
諸
外
国
の
対
応
に
つ
い
て
は
い
か
が
思
わ

れ
ま
す
か
。

に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
考
え
方
が
違
う
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
数
字
で
見
た
ら
感
染
者
数
、

重
症
者
数
お
よ
び
死
亡
者
数
は
、
日
本
と
２
桁
異
な
り

ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア

な
ど
は
、
日
本
の
10
倍
～
100
倍
の
感
染
者
数
や
死
亡
者

数
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
同
じ
状
況
に
な
れ

ば
、
重
大
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
人
の
命
に
関
す
る
考

え
方
が
違
う
の
か
、
欧
米
の
人
の
寛
容
さ
が
出
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
で
難
し
い
の
が
、
経
済
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
ど
う
取
っ
て
い
く
か
と
い
う
点
で
す
。
ト
ラ

ン
プ
政
権
も
そ
う
で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
も
イ
ギ
リ
ス

も
経
済
を
重
視
し
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
自
由
に
選
択

で
き
る
な
ど
、
通
常
の
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
、
多
少

は
感
染
が
広
が
っ
て
も
い
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
や
っ

て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
中
国
、
台
湾
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
よ

う
に
、
日
本
以
上
に
徹
底
的
に
感
染
を
抑
え
て
い
く
国

も
あ
り
ま
す
。
で
は
「
日
本
は
？
」
と
い
う
と
、
そ
の

中
道
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
経
済
も
あ
る

程
度
重
視
し
つ
つ
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
は
法
的
に
行
え
な

い
の
で
、
政
府
か
ら
国
民
に
対
し
て
感
染
防
止
に
必
要
な

考
え
方
を
伝
え
、緩
や
か
な
社
会
的
介
入
に
留
め
ま
し
た
。

　
結
局
、
ど
の
国
の
ど
の
感
染
症
対
策
が
よ
か
っ
た
の

か
は
、
最
終
的
に
は
世
界
保
健
機
関
（
以
下
、「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
」
）

に
評
価
し
て
も
ら
う
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
国

々
で
経
済
と
の
兼
ね
合
い
で
、
ど
の
や
り
方
が
合
っ
て

い
る
か
判
断
し
、
感
染
対
策
を
行
っ
て
い
く
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
何
が
正
解
な
の
か
は
、
ま
だ
現
時
点
で
は

特
定
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
「
５
類
感
染
症
」
に
引
き
下
げ
る
べ
き
と
の
議
論

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
い
か
が
し
ょ
う
か
。

定
感
染
症
の
「
５
類
感
染
症
」
相
当
へ
の
引

き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
時
期
尚
早
だ
と

思
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
が
き
ち
ん
と
普
及
し
て
、
治
療

薬
で
重
症
者
や
死
者
が
減
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

が
普
通
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
そ

う
な
れ
ば
、
い
ず
れ
風
邪
と
同
じ
よ
う
に
な
る
日
が
来

る
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
様
々
な
場
所
で
指
定
感
染
症
の
分
類
に
つ
い
て

議
論
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
今
の
段

階
で
「
風
邪
と
同
じ
」
と
判
断
す
る
こ
と
は
、
早
い
と

―
厚
労
省
の
医
系
技
官
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

学
生
時
代
に
、
大
学
の
獣
医
学
部
の
先
輩
で

国
際
協
力
に
つ
い
て
熱
心
に
考
え
て
い
る
人

が
い
て
、
そ
の
先
輩
か
ら
「
お
前
は
医
者
に
な
る
の
な

ら
、
国
際
協
力
を
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
ア
フ
リ
カ
に

は
お
金
も
な
く
て
、
餓
死
し
て
い
る
人
や
感
染
症
で
亡

く
な
る
人
が
大
勢
い
る
」
と
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
て
い

て
、
漠
然
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
国
際
医
療
協
力
に

関
心
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
第
に
「
途
上

国
に
行
っ
て
臨
床
医
と
し
て
働
き
た
い
」
と
い
う
思
い

が
募
っ
て
、
医
学
部
５
年
生
の
時
に
夏
休
み
を
使
っ

て
、
タ
イ
の
山
奥
で
1
カ
月
間
生
活
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
は
人
口
１
０
０
０
人
ほ
ど
の
村
で
、
医
師
は
お

ら
ず
、
２
年
く
ら
い
の
衛
生
教
育
を
受
け
た
サ
ニ
タ
リ

ア
ン
（
衛
生
監
視
員
）
が
１
、
２
人
い
て
、
村
人
の
健

康
管
理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
村
の
中
で
マ
ラ

リ
ア
が
一
番
大
き
な
病
気
で
、
抗
マ
ラ
リ
ア
薬
を
処
方

し
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
新
興
国
に
は
新
興
国
な
ら
で

は
の
感
染
症
で
亡
く
な
る
方
が
非
常
に
多
く
て
、
感
染

症
の
抗
生
物
質
を
配
っ
て
も
、
抗
生
物
質
が
な
く
な
る

と
す
ぐ
に
感
染
症
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
状
況
で
す
。

そ
の
時
に
思
っ
た
の
は
、
医
師
が
一
時
的
に
居
て
薬
を

処
方
し
て
も
、
居
な
く
な
っ
た
ら
ま
た
元
に
戻
る
な
ら

ば
、
も
っ
と
手
前
の
公
衆
衛
生
、
す
な
わ
ち
「
衛
生
教

育
の
啓
蒙
」
な
ど
、
予
防
医
学
が
重
要
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。

　
村
で
は
「
コ
レ
ラ
」
「
赤
痢
」
も
問
題
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
彼
ら
に
は
「
バ
イ
菌
」
と
い
う
概
念
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
日
本
人
は
幼
稚
園
等
で
、

手
洗
い
を
教
わ
り
、
身
の
回
り
の
も
の
に
バ
イ
菌
が
付

い
て
い
る
こ
と
を
習
い
ま
す
。
し
か
し
、
目
に
見
え
な

い
バ
イ
菌
の
存
在
を
教
わ
っ
て
い
な
い
人
た
ち
は
、
汚

れ
た
手
で
食
事
を
し
、
そ
し
て
下
痢
を
し
て
も
ト
イ
レ

が
な
い
か
ら
道
端
で
排
泄
。
そ
し
て
そ
れ
が
農
作
物
に

付
着
し
、

そ
れ
を
食
べ
、

コ
レ
ラ
菌
や
赤
痢
菌
が
体
の
中

へ
入
っ
て
い
く
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
え
す
…
。

こ
こ
に
衛
生
教
育
の
介
入
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ

イ
菌
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ト
イ
レ
を
作
っ

て
決
ま
っ
た
場
所
で
排
便
す
る
と
い
う
習
慣
が
で
き
れ

ば
、
感
染
症
を
途
中
で
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
が
公
衆
衛
生
で
す
。

　
そ
れ
を
当
時
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い
た
の
が
Ｗ
Ｈ

Ｏ
で
、
疾
病
予
防
活
動
、
公
衆
衛
生
活
動
を
「
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
」
（P

r
im

a
r
y

 H
e
a
lt

h
 

C
a
r
e

）
と
呼
び
、
世
界
的
な
戦
略
と
し
て
展
開
し
、

各
国
に
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
を
導
入
し
な
が

ら
、
予
防
に
も
力
を
入
れ
る
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
新
興
国
の
人
々
が
感
染
症
で
苦
し
む
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
、
そ
う
い
う
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
帰
国
し
て
か
ら
、
ど
う
す
れ
ば
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
働
け
る
の

か
を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
学
の
教
授
か
ら
厚
生
省

に
入
る
こ
と
が
近
道
だ
と
教
え
て
も
ら
い
、
卒
業
し
て

２
年
ほ
ど
臨
床
を
行
い
、
厚
生
省
に
医
系
技
官
と
し
て

入
省
し
、
公
衆
衛
生
行
政
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
８
年
ほ
ど
経
っ
た
１
９
９
９
年
に
念
願
の
Ｗ

Ｈ
Ｏ
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
本
部
に
派
遣
さ
れ
勤
務
し
ま
し
た
。

―
歯
科
医
師
に
対
し
、
健
康
寿
命
延
伸
に
つ
い
て
思

う
こ
と
、
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

民
の
健
康
づ
く
り
は
、
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

的
な
テ
ー
マ
で
、
20
年
以
上
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
２
０
０
１
年
に
厚
労
省
生
活
習
慣
病
対
策
室
に

　
全
国
で
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
動
き
出
し
、
治
療
薬
開
発
の
目
途
も
立
っ
て

い
る
。
だ
が
、
未
だ
全
世
界
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振
い
、
各
国
は
警
戒
を
緩
め
て
い
な
い
。
わ
が
国
で

は
２
月
18
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
お
け
る
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
に
関
し
、
新
た
に
17
道
府
県

を
３
月
６
日
ま
で
延
長
し
た
。
日
本
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
本
格
的
な
防
疫
対
策
の
始
ま
り
は
、
２
０

２
０
年
１
月
の
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
へ
の
対
応
が
記
憶
に
新
し
い
。
そ
の
際
、

本
格
的
な
船
内
検
疫
と
防
疫
対
策
に
あ
た
っ
た
の
が
、
今
回
紹
介
す
る
正
林
督
章
（
し
ょ
う
ば
や
し
・
と
く
あ

き
）
氏
で
あ
る
。
本
紙
で
は
、
感
染
症
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
、「
医
療
体
制
」「
検
査
体
制
」「
公
衆
衛
生

体
制
」
に
つ
い
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
か
ら
得
た
教
訓
を
中
心
に
、
医
学
生
時
代
に
直
面
し
た

発
展
途
上
国
で
の
感
染
症
対
策
、
医
系
技
官
を
目
指
し
た
動
機
な
ど
を
伺
っ
た
。
聞
き
手
は
早
坂
美
都
理
事
。

は
、
明
ら
か
に
過
去
の
波
よ
り
も
感
染
拡
大
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
で
す
。
す
で
に
第
５
波
で
最
も
感
染
者
数
が

多
か
っ
た
２
０
２
１
年
８
月
20
日
の
２
万
５
８
５
１
人

を
超
え
て
い
ま
す
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
病
原
性
は
、
デ

ル
タ
株
よ
り
も
軽
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
陽
性
者

の
波
か
ら
２
、
３
週
間
遅
れ
て
重
症
者
や
死
亡
者
が
増

え
て
い
き
ま
す
。
過
去
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
同
じ
形
態

を
辿
る
の
か
、
も
う
少
し
様
子
を
見
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。―

感
染
防
止
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

本
的
な
考
え
方
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
当
初
と

同
じ
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
で
す
。
感
染
症
対
策
の

基
本
原
則
は
、
政
府
や
行
政
が
介
入
し
な
が
ら
、
感
染

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
後
ろ
に
ず
ら
し
、
感
染
の
波
の
高
さ

を
で
き
る
だ
け
低
く
す
る
こ
と
で
す
。
感
染
が
小
規
模

な
う
ち
に
積
極
的
疫
学
調
査
を
行
い
、
濃
厚
接
触
者
を

同
定
し
て
集
団
発
生
を
防
ぎ
、
感
染
拡
大
を
抑
制
し
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
稼
ぎ
を
し
な
が

ら
新
し
い
治
療
法
や
ワ
ク
チ
ン
開
発
が
進
め
ら
れ
、
医

療
提
供
体
制
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
ど
う
し
て
も
感
染
拡
大
が
防
げ
な
い
場
合
は
、
「
社

会
的
介
入
」
「
公
衆
衛
生
対
策
」
を
行
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
接
触
す
る
機
会
を
減
ら
す
た
め
に
「
緊
急
事
態
宣

言
」
を
発
令
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
感
染
の
波
が
小
さ
く
な
れ
ば
、
社
会
的

介
入
は
必
要
な
く
な
る
の
で
、
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除

し
て
、
保
健
所
に
よ
る
積
極
的
疫
学
調
査
（
ク
ラ
ス
タ

ー
対
策
）
を
行
い
、
極
力
、
小
波
で
済
む
よ
う
に
し
ま

す
。
再
び
制
御
で
き
な
い
感
染
拡
大
が
続
く
な
ら
ば
、

再
度
、
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し
、
時
間
稼
ぎ
を
し
な

が
ら
、
よ
り
良
い
効
果
が
得
ら
れ
る
ワ
ク
チ
ン
と
治
療

薬
の
開
発
を
待
ち
ま
す
。

　
あ
る
程
度
、
感
染
の
拡
大
を
防
げ
る
よ
う
に
な
り
、

仮
に
感
染
し
て
も
重
症
者
数
、
死
亡
者
数
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
は
な

く
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
移
行
し
た
と
言
え
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
可
能
な
風
邪
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

―
新
型
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
た
当
初
、
「
医
療
体
制
」

「
検
査
体
制
」
「
公
衆
衛
生
体
制
」
構
築
時
の
苦
労
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

療
体
制
に
つ
い
て
で
す
が
、
感
染
拡
大
が
始

っ
た
２
０
２
０
年
２
月
頃
は
「
何
が
起
き
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
」
状
態
で
、
そ
れ
は
国
民
も
医

療
従
事
者
も
同
じ
認
識
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
医
療
従
事
者
は
「
自
分
が
感
染
す
る
の
で
は
な
い

か
」
「
自
分
が
感
染
し
た
ら
診
療
が
継
続
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
を
抱
く
と
と
も
に
、
風
評

被
害
な
ど
を
心
配
さ
れ
た
た
め
、
協
力
が
得
に
く
か
っ

た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
行
政
で
は
感
染

症
の
指
定
医
療
機
関
を
整
備
し
て
い
ま
し
た
が
、
各
都

道
府
県
に
数
床
し
か
な
く
、
そ
れ
は
、
指
定
感
染
症
の

「
１
類
感
染
症
」
を
想
定
し
た
も
の
で
、
例
え
ば
「
ラ

ッ
サ
熱
」
「
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
病
」
「
エ
ボ
ラ
出
血
熱
」
な

ど
、
恐
ろ
し
い
感
染
症
が
流
行
し
た
時
に
対
応
す
る
こ

と
を
目
的
に
用
意
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
、
今
回
の
よ
う
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
生
し
た
時
に

は
、
２
０
０
９
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
様
に
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
一
般
医
療
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
医
療
体
制
を
作
る
こ
と
が
不
可
欠
で
し
た
。

　
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
で
は
、
当
初
、
想
定
し
て
い
た

医
療
体
制
は
築
け
ず
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
を

受
け
入
れ
た
こ
と
が
医
業
収
益
の
減
収
な
ど
に
繋
が

り
、
多
く
の
医
療
従
事
者
に
負
担
が
か
か
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
行
政
と
し
て
は
で
き
る
だ
け
空
床
を
用
意

し
て
、
い
つ
で
も
患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る

体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
空
床
確
保
の
た
め
の
財
政
補

填
策
（
補
助
金
等
）
や
、
感
染
者
を
受
け
入
れ
た
場

合
、
よ
り
高
い
診
療
報
酬
が
入
る
よ
う
な
形
を
取
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
点
は
財
務
省
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
ま
し
た
が
、
財
政
的
な
補
助
・
支
援
を
実
行
す
る

に
は
か
な
り
苦
労
し
ま
し
た
。

　
ま
た
検
査
体
制
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
検
査
を
行
う

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
が
大
き
く
な
か
っ
た
た
め
、
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
検
査
供
給
体
制
は
組
み
づ
ら
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
４
月
の
第
１
波
は
、
今
に
比
べ
れ

ば
非
常
に
小
さ
な
波
で
し
た
が
、
検
査
体
制
が
十
分
に

整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
感
染
が
広
が
り
、
そ
し
て

検
査
を
希
望
す
る
国
民
の
声
に
応
え
る
だ
け
の
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
ー
も
提
供
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
は
、
特

定
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
保
健
所
に
連
絡
し
、
陽
性
な

ら
ば
入
院
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
流
れ
で
、
隔
離
政
策

を
中
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
保
健
所
へ
の

問
い
合
わ
せ
が
多
く
、
検
査
の
手
配
な
ど
の
体
制
が
追

い
つ
か
ず
、
ま
た
、
当
時
は
検
査
を
促
し
て
も
、
検
査

結
果
が
出
る
ま
で
の
時
間
が
か
か
る
事
態
が
度
々
発
生

し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
夏
前
に
な
る
と
、
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
も
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
国
民
の
ニ
ー
ズ

に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
第
２
波
、

第
３
波
と
だ
ん
だ
ん
と
波
の
高
さ
が
大
き
く
な
っ
て
い
き

感
染
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
っ
た
た
め
、
急
激
な
感
染

拡
大
に
追
い
付
け
な
い
状
況
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
公
衆
衛
生
体
制
に
つ
い
て
は
、
急
激
に
感
染
者

　
既
存
の
医
療
体
制
だ
け
で
な
く
新
し
い
体
制
の
構
築

　
マ
ラ
リ
ア
や
コ
レ
ラ
に
罹
患
す
る
人
々
に
直
面
し

　
公
衆
衛
生
・
衛
生
教
育
の
重
要
性
を
痛
感

　

基

乗

教

メ

国

指

医

国

医

しょうばやし ・ とくあき　 1989年に鳥取大

学医学部卒業。 都立豊島病院勤務を 経て

1991年に厚生省入省。 1996年にロ ン ド ン 熱

帯医学公衆衛生学校に留学。 1999年世界保

健機関（ ＷＨ Ｏ ） ジ ュ ネ ーブ 本部勤務。

2001年に厚生労働省復帰後、 生活習慣病対

策室室長補佐に就任し 、 健康日本21や健康

増進法制定作業に携わる。 2003年から 島根

県に出向し 、 健康福祉部長を 経て2006年結

核感染症課感染症対策企画調整官、 2011年

よ り 同課課長。 2014年がん対策健康増進課

長、 2015年よ り 健康課長。 こ こ で健康増進

法改正作業に携わる。 2018年国立がん研究

セン タ ー理事長特任補佐、 2019年環境省水

・ 大気環境局審議官、 そし て2020年８ 月よ

り 厚生労働省健康局長。 2021年９ 月退官

し 、 現在は厚生労働省参与に至る。

また正林氏は西郷隆盛の弟「 西郷従道（ さ

いご う ・ じ ゅ う ど う ）」 の玄
やし ゃ ご

孫にあたり 、

同氏の祖母の旧姓は「 西郷」。 西郷従道は

明治政府の政府側と し て西南の役（ または

「 西南戦争」） に就き 、 西南の役以降は、

文部卿、 陸軍卿、 農商務大臣、 内務大臣、

海軍大臣等を 20年近く 務めた。

思
い
ま
す
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
感
染
力
は
強
い
が
症
状

は
軽
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
重
傷
化
率
や

致
死
率
が
増
え
る
の
か
、
風
邪
と
比
較
し
て
ど
う
な
の

か
、
そ
う
い
う
評
価
は
今
の
段
階
で
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
評
価
を
待
っ
て
、
我
々
が
許
容
で
き
る

と
こ
ろ
ま
で
来
れ
ば
、
５
類
扱
い
に
す
る
こ
と
な
ど
の

検
討
の
余
地
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

配
属
さ
れ
た
時
に
、
当
時
の
健
康
局
長
よ
り
指
示
を
受

け
、
新
し
い
法
律
「
健
康
増
進
法
」
を
制
定
す
る
作
業

を
中
心
と
な
っ
て
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

１
年
前
か
ら
「
健
康
日
本
21
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
が
、
形
と
し
て
は
10
年
後
の
健
康
目
標
の
具
体
的
な

数
字
を
設
定
し
、
必
要
な
対
策
を
行
い
、
５
年
後
に
中

間
評
価
、
10
年
後
に
最
終
評
価
を
行
っ
て
、
次
の
健
康

目
標
を
作
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
の
具
体
的
な
目
標

の
柱
の
１
つ
が
「
歯
科
保
健
」
、
つ
ま
り
「
歯
の
健
康
」

で
し
た
。

　
な
お
、
健
康
増
進
法
に
も
歯
の
健
康
を
位
置
づ
け
、

現
在
は
健
康
日
本
21
（
第
二
次
）
を
展
開
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
歯
科
に
つ
い
て
は
「
う
蝕
を
減
ら
す
」

「
咀
嚼
を
維
持
す
る
」
「
歯
周
病
を
減
ら
す
」
な
ど
、

様
々
な
具
体
的
な
目
標
数
値
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
健
康
日
本
21
」
で
は
、
「
た
ば
こ
」
を
健
康

対
策
の
柱
の
１
つ
に
据
え
ま
し
た
が
、
喫
煙
と
歯
周
病

は
深
い
関
係
に
あ
り
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
歯
の
健
康
は

国
民
の
健
康
づ
く
り
の
重
要
な
要
素
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
第
２
次
に
つ
い
て
は
中
間
評
価
を
行
い
ま
し
た

が
、
子
ど
も
の
う
蝕
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
歯
周
病
に

関
し
て
は
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
悪
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
き
な
問
題
で
、

歯
周
病
を
減
ら
す
べ
く
、
引
き
続
き
、
歯
科
の
先
生
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
達
成
で
き
る
方
向
に
伸
展
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

生
時
代
か
ら
部
屋
の
壁
に
貼
っ
た
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
戦
国
時
代
～
安
土
桃
山
時
代
に
か

け
て
活
躍
し
た
武
将
に
山
中
鹿
之
介
（
や
ま
な
か
・
し

か
の
す
け
）
と
い
う
方
が
い
ま
す
。
そ
の
方
が
「
願
わ

く
ば
我
に
七
難
八
苦
を
与
え
た
ま
え
」
と
の
言
葉
を
残

し
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
つ
も
り
で
そ
の
言
葉
を
残
し

た
の
か
、
何
百
年
も
前
の
方
な
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
私
は
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
自
ら
進
ん
で
困
難
を

受
け
入
れ
る
と
、
七
難
八
苦
を
乗
り
越
え
た
時
に
自
分

が
さ
ら
に
成
長
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
人
間
は
、
楽
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
い
と
思

う
の
で
す
が
、
学
生
時
代
に
そ
の
言
葉
に
感
銘
を
受
け

て
、
辛
い
経
験
を
し
た
時
に
、
「
こ
の
辛
い
経
験
を
乗

り
越
え
れ
ば
、
ま
た
一
歩
成
長
で
き
る
」
と
、
そ
う
い

う
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
何
か
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
思
い

浮
か
べ
る
大
切
な
言
葉
で
す
。

　
今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
責
任
者
を
や
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
各
方
面
か
ら
批
判
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と

辛
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
こ
の
言
葉
を
常

に
思
い
出
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
れ
ば
国
民
の

健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、
良
い
こ
と
が
待
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
む
し
ろ
一
歩
進
ん
で
苦
難
を
受
け
入
れ
て

い
こ
う
と
、
そ
ん
な
マ
イ
ン
ド
に
ス
イ
ッ
チ
で
き
ま
し

た
。
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
鬱
に
な
る
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
自
分
が
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
の
は
こ
う
い

う
言
葉
の
お
か
げ
か
な
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
へ
一
言
。

た
ち
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
保
つ
た
め
に
も
、
歯
科
医
療

は
と
て
も
大
切
で
す
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
は

人
間
の
体
、
特
に
口
や
鼻
か
ら
排
出
さ
れ
感
染
し
、
特

に
食
事
や
お
酒
を
飲
む
場
面
な
ど
、
マ
ス
ク
を
外
し
た

時
に
感
染
す
る
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
、
皆
様
に
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
そ
う
考
え
た
時
に
、
歯
科
治
療
で
は
マ
ス
ク
を

外
し
て
治
療
す
る
た
め
、
限
り
な
く
感
染
す
る
機
会
が

高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
歯
科
医
療
機
関
に

来
院
し
た
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
一
見
、
元
気
そ
う
に

見
え
て
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
た
患
者
さ
ん
も
存
在
し

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
歯
科
医
療
機

関
で
ク
ラ
ス
タ
ー
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
の
方
が
、
基
本
的
な
感

染
予
防
策
を
取
り
、
感
染
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
感
染
予
防
策
を
続
け
て
い
た
だ
き
、
国
民
の

歯
の
健
康
保
持
増
進
を
図
り
な
が
ら
、
ひ
い
て
は
国
民

全
体
の
健
康
の
保
持
・
増
進
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
に
ご
尽
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
個
人
的
に
も
歯
科
の
先
生
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
、
皆
様
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
本
日
は
貴
重
な
お
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▶ 

タ
イ
の
山
奥
で
生
活
を
し
た
こ
と
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
目
指
す
き
っ
か
け
に

　 世界57カ 国から 乗員1, 068人,  乗客2, 645人の計3, 713人が搭乗し ていたダイ ヤモンド ・ プリ ンセス号。 2020年

　 １ 月25日に香港で下船し た男性が新型コ ロナウイ ルスに感染し ていたこ と が判明。 香港から 連絡を受けた厚

　 生労働省は検疫を実施。 ２ 月４ 日には31人中10人から 新型コ ロナウイ ルスが検出さ れた┉

S p e c i a l  I n t e r v i e w

（前厚生労働省健康局長、厚生労働省参与 ）

国民の健康づく り の重要性、 歯科医療従事者への感謝を 述べる正林氏

今後は３ 月より ベト ナム保健省政策アド バイ ザーと し て、 現地ハノ イ にて勤務し

若い頃から の夢だっ た新興国での公衆衛生の普及に向け、 新たな一歩を 踏み出す

学

私
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 会長!! Vol. 会長!! Vol.5656

本
紙
２
・
３
面
に
、
２
０
２

２
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
主
な

ポ
イ
ン
ト
を
掲
載
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
本
稿
の
執
筆
時

点
と
同
じ
く
、
２
月
９
日
の
中

医
協
総
会
で
「
答
申
」
が
佐
藤

英
道
厚
生
労
働
副
大
臣
に
提
出

さ
れ
た
段
階
の
も
の
で
す
。
な

お
、
３
月
24
日
開
催
予
定
の
第

１
回
新
点
数
説
明
会
の
前
に
本

会
会
員
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

く
「
２
０
２
２
年
改
定
の
要
点

と
解
説
」
を
全
国
の
協
会
・
医

会
の
担
当
者
・
事
務
局
員
と
と

も
に
、
現
在
、
鋭
意
作
成
中
で

す
。
今
次
改
定
の
新
規
項
目
や

変
更
点
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
、
会
員
の
先
生
方
の
理
解
が

深
ま
る
内
容
と
な
る
よ
う
議
論

し
、
編
集
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
次
改
定
で
新
た
に

保
険
収
載
さ
れ
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
に
つ
い
て
、
す

で
に
協
会
や
私
に
も
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
注
目

さ
れ
て
い
る
項
目
と
い
え
ま

す
。
臼
歯
部
１
歯
に
つ
き
技
術

料
は
７
５
０
点
で
す
が
３
月
上

旬
に
保
険
医
療
材
料
、
す
な
わ

ち
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー

用
に
使
用
で
き
る
レ
ジ
ン
ブ
ロ

ッ
ク
の
材
料
料
が
通
知
さ
れ
る

た
め
、
現
時
点
で
は
合
計
点
数

は
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
臣
告
示
（
１
９
８
８
年

５
月
）
に
よ
る
歯
科
技
工
士
の

製
作
技
術
料
７
割
、
歯
科
医
師

の
製
作
管
理
料
３
割
か
ら
み
る

と
、
歯
科
技
工
士
へ
の
委
託
製

４
月
の
診
療
報
酬
改
定
で

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー

が
保
険
収
載
さ
れ
ま
す
が
。

表   東 京 都 に お け る 致 死 率 の 推 移

S p e c i a l  S e r i a l N o . １ 新型コロナウイルス感染症対応は

転換期を迎えている

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
「
日
常
」
を
「
昨
日
の
世
界
」
に
変
え
て
し
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
は
、
私
た
ち
の
「
明
日
」
と
「
未
来
」
を
も
奪
う
の
で
あ
ろ
う
か
…
。
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る

「
現
在
」
に
お
い
て
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
特
性
や
感
染
力
、
各
種
の
検
査
、
日
本
の
感
染
状
況
、
そ
し
て
出
口
戦
略

な
ど
の
様
々
な
側
面
に
つ
い
て
、
医
師
で
保
健
所
長
と
し
て
豊
富
な
経
験
と
知
見
を
持
ち
、
現
在
は
社
会
保
険
診
療

報
酬
支
払
基
金
理
事
を
務
め
る
山
本
光
昭
氏
に
ご
寄
稿
い
た
だ
く
。

S A R S -C o V -2 B . 1. 1. 529（ オミ ク ロ ン ）S A R S -C o V -2 B . 1. 1. 529（ オミ ク ロ ン ）

系統（ 国立感染症研究所提供）系統（ 国立感染症研究所提供）

感染拡大抑制のための社会的介入 新規感染者数 新規死亡者数 致死率

第１ 回
緊急事態宣言期間

（ 2020年４ 月７ 日～５ 月25日）
３ ， ９ ４ １ 人 ２ ５ ７ 人 約 ６ ． ５ ％

第２ 回
緊急事態宣言期間

（ 2021年１ 月８ 日～３ 月21日）
４ ５ ， ９ １ ８ 人 ９ ６ ２ 人 約 ２ ． １ ％

第３ 回
緊急事態宣言期間

（ 2021年４ 月25日～６ 月20日）
３ ３ ， ９ ０ ３ 人 ３ ２ １ 人 約 ０ ． ９ ％

第４ 回
緊急事態宣言期間

（ 2021年７ 月12日～９ 月30日）
１ ９ ３ ， ２ ７ ６ 人 ６ ６ ４ 人 約 ０ ． ３ ％

今回
オミ ク ロン 株による感染拡大

（ 2022年１ 月１ 日～２ 月23日）
５ ５ ８ ， ２ ２ ２ 人 3 ５ ２ 人 約 ０ ． ０ ６ ％

山本光昭
Mitsuaki Yamamoto

前 東京都中央区保健所長

現 社会保険診療報酬支払基金 理事

やまもと ・ みつあき 1984年３ 月、 神

戸大学医学部医学科卒業後、 厚生省に入

省。 横浜市衛生局での公衆衛生実務を経

て、 広島県福祉保健部健康対策課長、 厚

生省健康政策局指導課課長補佐、 同省国

立病院部運営企画課課長補佐、 茨城県保

健福祉部長、 厚生労働省東京検疫所長、

内閣府参事官（ ラ イ フ サイ エンス担当）、

独立行政法人国立病院機構本部医療部

長、 独立行政法人福祉医療機構審議役、

厚生労働省近畿厚生局長などを歴任し 、

2015年7月、 厚生労働省退職。 兵庫県健

康福祉部医監、 同県健康福祉部長、 東京

都中央区保健所長を 経て、 2021年４ 月よ

り 現職に至る。

日
本
国
内
の
初
感
染
事
例
は

２
０
２
０
年
１
月

新
型
コ
ロ
ナ
の
日
本
国
内
で
の

初
感
染
事
例
は
２
０
２
０
年
１
月

に
確
認
さ
れ
た
中
国
か
ら
の
観
光

客
を
乗
せ
た
バ
ス
の
運
転
手
で
、

同
年
２
月
に
は
国
民
の
生
命
及
び

健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
し
て
感
染
症
法
の

指
定
感
染
症
と
さ
れ
た
。
中
国
の

武
漢
で
発
生
し
た
当
時
、
感
染
者

の
約
５
％
が
亡
く
な
る
と
言
わ

れ
、
空
気
感
染
も
あ
る
の
で
は
と

感
染
経
路
も
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
く
、
致
死
率
の
高
い
恐
怖
の

感
染
症
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ

る
。当

時
と
現
時
点
に
お
け
る

「
致
死
率
」
の
比
較

上
記
の
表
は
、
公
表
デ
ー
タ
よ

り
各
時
点
に
お
け
る
累
計
者
数
を

確
認
し
、
あ
る
期
間
の
新
規
死
亡

者
数
を
同
期
間
の
新
規
感
染
者
数

で
割
る
と
い
う
こ
と
で
、
筆
者
が

独
自
に
算
出
し
て
み
た
東
京
都
に

お
け
る
致
死
率
の
推
移
で
あ
る
。

個
々
の
症
例
の
転
帰
か
ら
算
出
し

た
も
の
で
は
な
い
が
、
２
０
２
０

年
４
月
に
東
京
都
で
初
め
て
の
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
期
間
の

致
死
率
は
約
６
・
５
％
と
ほ
ぼ
武

漢
な
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

後
の
緊
急
事
態
宣
言
以
降
は
、
新

規
感
染
者
数
に
対
す
る
新
規
死
亡

者
数
の
割
合(

致
死
率)

は
激
減

し
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
が
始

ま
っ
た
２
０
２
２
年
１
月
以
降
で

は
、
約
０
・
06
％
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
致
死
率
が
下
が
っ

て
き
た
要
因
は
、
検
査
体
制
の
拡

充
に
よ
り
陽
性
者
の
把
握
が
か
な

り
実
数
に
近
づ
い
て
き
た
こ
と

と
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
と
と
も
に

治
療
法
が
確
立
し
重
症
化
や
死
亡

者
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

恐
れ
る
こ
と
な
か
れ

た
だ
し
侮
る
こ
と
な
か
れ

こ
の
２
年
近
く
の
保
健
所
に
お

け
る
疫
学
調
査
に
よ
り
、
感
染
の

主
た
る
経
路
も
、
会
話
な
ど
で
唾

液
が
飛
び
散
り
、
そ
れ
を
吸
い
込

む
こ
と
に
よ
る
感
染
が
圧
倒
的
に

多
い
こ
と
が
わ
か
り
、
接
触
に
関

し
て
は
感
染
経
路
で
あ
り
う
る

が
、
空
気
感
染
に
至
っ
て
は
か
な

り
可
能
性
が
低
い
。
ま
た
、
診
療

や
研
究
開
発
の
知
見
の
膨
大
な
蓄

積
に
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
や
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
の
開
発
、
重
症
化
へ
の
リ

ス
ク
評
価
法
や
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の

投
与
な
ど
重
症
化
予
防
や
治
療
法

も
確
立
し
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
致
死
率
が
高
く
、

予
防
法
も
治
療
法
も
よ
く
わ
か
ら

な
い
と
い
う
発
生
当
初
の
状
況
か

ら
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
も
は
や
「
恐
怖
の
感
染

症
」
で
は
な
く
、
社
会
経
済
活
動

を
正
常
化
し
な
が
ら
、
「
恐
れ
る

こ
と
な
か
れ
、
た
だ
し
侮
る
こ
と

な
か
れ
」
と
い
う
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

次
回
以
降
、
日
本
を
は
じ
め
世

界
も
含
め
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
対
策
や

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
に
対
す
る
誤

解
、
わ
が
国
に
お
け
る
今
後
の
あ

る
べ
き
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
、
解

説
し
て
い
く
。

ワク チンや抗ウイ ルス薬の開発など 、 重症化ワク チンや抗ウイ ルス薬の開発など 、 重症化

予防や治療方法が確立し てき ている予防や治療方法が確立し てき ている

関
連
す
る
点
数
を
。

３
月
の
通
知
を
待
た
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
歯
冠
形
成

は
修
形
１
２
０
点
、
あ
る
い
は

Ｋ
Ｐ
「
単
純
な
も
の
」
60
点
、

「
複
雑
な
も
の
」
86
点
、
印
象

採
得
料
は
、
連
合
印
象
で
64

点
、
咬
合
採
得
料
は
18
点
、
装

　
窩
洞
形
成
で
の
形
成
量
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本

歯
科
保
存
学
会
が
医
療
技
術
評

価
提
案
書
（
保
険
未
収
載
技
術

用
）
で
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ

ン
レ
ー
修
復
」
を
作
成
し
、
昨

年
６
月
に
日
本
歯
科
医
学
会
か

ら
厚
労
省
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
通
称
「
学

会
ル
ー
ト
」
に
よ
る
保
険
収
載

と
な
り
ま
す
。
そ
の
提
案
書
に

は
、
「
従
来
通
り
の
間
接
法
に

よ
る
2
日
法
お
よ
び
口
腔
内
ス

キ
ャ
ナ
ー
で
の
光
学
印
象
採
得

で
行
う
１
日
法
も
可
能
で
あ

る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
イ
ン
レ
ー
」
と
併
せ
、
口
腔

内
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
光
学
印

象
採
得
の
保
険
収
載
も
希
望
し

た
文
章
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
質
問
の
窩
洞
形
成
で
の
形

成
量
は
「
レ
ジ
ン
イ
ン
レ
ー
と

同
様
に
イ
ン
レ
ー
歯
冠
形
成
を

行
い
…
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

の
み
で
す
。
レ
ジ
ン
イ
ン
レ
ー

に
使
用
す
る
材
料
よ
り
も
既
存

の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
用
レ
ジ

ン
ブ
ロ
ッ
ク
の
機
械
的
強
度
は

高
い
の
で
、
レ
ジ
ン
イ
ン
レ
ー

よ
り
も
形
成
量
が
少
な
く
て
済

む
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
増
え
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
な
お

懸
念
さ
れ
る
歯
髄
症
状
に
対
し

て
は
、
そ
の
対
策
と
し
て
有
効

な
象
牙
質
レ
ジ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
、
歯
冠
形
成
の
生
Ｐ
Ｚ
の

み
で
の
算
定
で
、
修
形
や
Ｋ
Ｐ

で
は
算
定
で
き
ず
、
窩
洞
形
成

後
に
象
牙
質
レ
ジ
ン
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
っ
て
も
無
償
サ
ー
ビ

ス
と
な
る
こ
と
は
問
題
で
す
。

歯
学
教
育
の
教
科
書
で
あ
る
「
保

存
修
復
学
21

第
３
版
」
（
永

末
書
店
）

の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ

ジ
ン
イ
ン
レ
ー
修
復
の
章
に
は
、

「
メ
タ
ル
イ
ン
レ
ー
修
復
窩
洞

よ
り
も
深
め
に
形
成
し
、
小
窩

部
で
１
・
５
㎜
、
イ
ン
レ
ー
体

に
平
均
２
㎜
の
厚
み
を
持
た
せ

る
。
特
に
、
Ⅱ
級
窩
洞
で
は
イ

ス
ム
ス
部
で
破
折
し
や
す
い
の

で
、
十
分
な
厚
み
を
与
え
る
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お

今
ま
で
保
険
に
新
し
い
技
術
が

収
載
さ
れ
た
際
は
、
日
本
歯
科

医
学
会
か
ら
臨
床
指
針
が
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

４
月
の
改
定
時
前
後
に
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
の
臨
床
指

針
が
示
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長

　
坪
田
有
史

着
材
料
料
と
現
行
の
メ
タ
ル
イ

ン
レ
ー
や
レ
ジ
ン
イ
ン
レ
ー
と

同
じ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
装
着

時
の
装
着
材
料
料
は
、
歯
科
用

合
着
・
接
着
材
料
Ⅰ
（
接
着
性

レ
ジ
ン
セ
メ
ン
ト
）
に
な
る
の

で
17
点
、
装
着
料
45
点
に
加

え
、
装
着
前
に
接
着
面
に
対
し

て
内
面
処
理
（
ア
ル
ミ
ナ
・
サ

ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
処
理
と
シ
ラ
ン

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
処
理
）
を
行
っ

た
場
合
、
内
面
処
理
加
算
1
・

45
点
が
算
定
で
き
ま
す
。
余
談

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
内
面
処

理
加
算
１
は
、
今
次
改
定
で
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
、
高
強
度
硬

質
レ
ジ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
そ
し
て

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
の

み
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
レ
ジ
ン
イ
ン
レ
ー
、

硬
質
レ
ジ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
冠
の

装
着
時
に
も
通
常
行
っ
て
い
る

処
理
な
の
に
、
こ
れ
ら
の
修
復

物
に
は
算
定
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
点
に
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

認
め
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
理

由
を
明
確
に
示
す
べ
き
で
す
。

作
技
工
料
は
５
２
５
０
円
と
な

り
、
歯
科
医
師
側
は
２
２
５
０

円
に
な
り
ま
す
。
歯
科
技
工
士

に
委
託
し
な
い
で
歯
科
医
師
自

身
が
レ
ジ
ン
イ
ン
レ
ー
を
製
作

す
れ
ば
、
レ
ジ
ン
イ
ン
レ
ー
の

複
雑
な
点
数
が
、
改
定
後
も
材

料
料
が
同
じ
と
仮
定
す
る
と
、

今
次
改
定
で
２
２
０
点
（
２
２

０
０
円
）
と
同
等
に
な
り
ま

す
。
厚
労
省
の
担
当
者
は
、

そ

こ
ま
で
考
え
て
技
術
料
を
決
め

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
特
定
保
険
医
療
材
料
の

機
能
区
分
と
し
て
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
用
材
料
は
小
臼
歯

部
、
大
臼
歯
部
お
よ
び
前
歯
部

に
よ
り
、
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
用
材
料
が

ど
の
区
分
の
レ
ジ
ン
ブ
ロ
ッ
ク

を
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
か

は
、
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
一

方
、
す
で
に
市
販
さ
れ
、
保
険
治

療
で
使
用
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
用
の
レ
ジ
ン
ブ
ロ

ッ
ク
の
複
数
製
品
の
添
付
文
書

を
調
べ
る
と
、
多
く
の
製
品
で

使
用
用
途
に
「
イ
ン
レ
ー
の
歯

冠
修
復
物
」
の
記
載
が
あ
り
ま

す
。
す
べ
て
の
市
販
の
製
品
は
調

べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
保

険
医
療
材
料
の
多
く
の
製
品
が

す
で
に
「
イ
ン
レ
ー
の
歯
冠
修

復
物
」
と
し
て
薬
機
法
の
承
認

を
得
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
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月日 部位 療法・処置 点数

再診

日前から慣が噛むと痛い、左側頬側の歯肉が若干 ／

腫れていると来院。2面&5充填済みだが、著明な実 ／

質欠損無し。慣頬側歯肉の若干の腫脹を認める。 ／

慣 ; 5D\ ) 電

&5充填下に歯髄腔に達する透過像を認め、近心 ／

根根尖部付近に透過像を認める。 注① ／

除去& 5

ラバーダム ／

感染根管処置 根 拡大（カルシペックス） 仮封

処方料

調剤料（内服・頓服）

薬剤情報提供料

アモキシシリンカプセル ｍｇ 回 Ｃ 日 回 ×

朝昼夕食後 日分 ／

ロキソプロフェン1D錠 ｍｇ 回7 疼痛時 回分 ×

再診

慣 咬合痛、歯肉腫脹は消退したが、根管内腐敗臭（＋）。 ／

ラバーダム ／

根管貼薬処置 根（5&7）（カルシペックス）

(05 根（0% P P 0/P P ' P P 注②

再診

慣 自発痛（ ）咬合痛（ ）腐敗臭（ ）良好の為根充。 ／

ラバーダム ／

根充 根（5&) （* ポイント＋シーラー）

加圧根管充填処置 根

; 5D\ ) 電

根尖まで緊密な根充を確認。 ／

再診

経過良好。チタン冠で補綴することに同意を得る。 ／

慣 支台築造（ユニフィルコア） 直接法

歯質３壁残存で既製ポスト使用せず 注③ ／

失3=（チタン冠） 注④

連LPS（寒天＋アルジネート） 注⑤

%7（歯冠修復）（:$; 注⑤

再診

慣 チタン冠 注⑥・⑦・⑧

装着料

歯科用合着・接着材料Ⅰ(スーパーボンド(;

補管 文書提供 写しを添付 注⑨

大大臼臼歯歯ののチチタタンン冠冠

大臼歯のチタン冠について解説する。

なお、4月改定で、チタンの前装冠が保険収載される。詳細は新点
数説明会で解説する予定。

患者： 歳・男性

主訴： 日前から噛むと左下の歯が痛い、歯茎が腫れている。

所見：慣頬側歯肉僅かに腫脹。

傷病名：慣Ｃ３Ｐｕエソ

施設基準：歯初診 補管

《解説》

注① 画像診断の際には、必要な所見をカルテに記載する。

注② 検査結果をカルテに記載又は検査結果をカルテに添付する。

注③ 根管治療を実施した歯の歯冠部の近遠心及び唇頬舌側歯質のうち３壁

以上が残存しており、複合レジン（築造用）のみで築造できる場合は、スク

リューポスト（支台築造用）等を使用しなくても直接法の支台築造が算定できる。

注④ チタン冠の歯冠形成を行った場合は、生PZは306点、失PZは166点を算

定する。

注⑤ チタン冠の連合印象を行った場合は64点、咬合採得は18点を算定する。

注⑥ チタン冠1，266点は、全部金属冠により大臼歯の歯冠修復を行った場

合に算定できる。

注⑦ チタン冠は、純チタン２種を用いて鋳造により製作したものを言い、ＣＡＤ

／ＣＡＭ用の材料を用いた場合は算定できない。

＜使用できる純チタン2種の製品。括弧内は保険適用希望企業＞

• 純チタン ２種(株式会社ニッシン)

• ジーシー Ｔ－アロイ Ｍ(大成歯科工業株式会社)

• チタンインゴット(株式会社日本歯科金属)

• デンタルチタン(和田精密歯研株式会社)

• デンタルチタニウム(株式会社日本歯科金属)

• ダンチタニウム(株式会社日本歯科金属)

• DB キャストチタン2種(株式会社DentalBank）

注⑧ レセプトは、「歯冠修復および欠損補綴」の「その他」欄に、「チタン冠

1,266×〇」と記載する。

注⑨ チタン冠は、クラウン・ブリッジ維持管理料(補管)の対象となる。

注⑩ 本症例とは異なるが、チタン冠の除去料は70点を算定する。

＜最後に＞

4月の改定で、チタンの前装冠が保険収載されます。

3月に新点数説明会を開催しますので、ぜひご参加ください。詳細は本紙の

「研究会・行事のご案内」をご覧ください。

＊＊実実態態にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい＊＊
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私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

過去に類なき異例事態が医療界で勃発過去に類なき異例事態が医療界で勃発
次期2024年度診療報酬改定も新事態に備えを

世
界
初
認
知
症
薬
が
大
混
迷

世
界
初
認
知
症
薬
が
大
混
迷

米
国
で
も
保
険
適
用
が
ピ
ン
チ
に

米
国
で
も
保
険
適
用
が
ピ
ン
チ
に

　
最
近
、
気
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス

が
2
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
（
Ａ
Ｄ
）
治
療

薬
「
ア
デ
ュ
ヘ
ル
ム
」
を
巡
る

動
き
だ
。
Ａ
Ｄ
の
根
本
原
因
に

働
き
か
け
、
症
状
の
進
行
を
遅

ら
せ
る
と
謳
う
薬
剤
と
し
て

は
、

米

国

食

品

医

薬

品

局

（F
o

o
d

 
a

n
d

 
D

r
u

g
 

A
d

m
in

is
t
r
a
t
io

n

／

略

称
「
Ｆ
Ｄ
Ａ
」
）
か
ら
世
界
初

の
承
認
を
も
ら
っ
た
。
昨
年
６

月
の
こ
と
だ
。

　
ア
デ
ュ
ヘ
ル
ム
は
、
「
ブ
ロ

ッ
ク
バ
ス
タ
ー
（
大
型
薬
）
間

違
い
な
し
」
と
の
華
々
し
い
船

出
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
混

迷
ぶ
り
が
す
さ
ま
じ
い
。

　
ま
ず
、
欧
州
や
日
本
で
は
承

認
が
否
決
、
保
留
さ
れ
た
。
さ

ら
に
米
国
で
も
、
Ａ
Ｄ
患
者
の

大
半
を
占
め
る
高
齢
者
向
け
連

邦
政
府
保
険
の
当
局
が
、
今
年

１
月
に
保
険
適
用
に
厳
し
い
条

件
を
付
け
る
案
を
出
し
た
。
臨

床
試
験
（
治
験
）
参
加
の
患
者

【 プロ フ ィ ール】

大西富士男（ おおにし ・ ふじ お）

株式会社東洋経済新報社編集局報道部

記者。 1959年生まれ。 東京大学文学部

卒。 東洋工業（ 現マツダ） 勤務を 経て

東洋経済新報社入社。「 週刊東洋経済」

等の編集、 ゼネコ ン、 自動車、 保険、

商社など担当を 歴任、 2017年から は製

薬・ バイ オベン チャ ー・ 医薬品卸・ 薬

局をメ イ ンに取材する。

協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
２
年
２
月

  1　 火　 第11回広報・ ホームペー

　 　 　 　 ジ部会

  2　 水　 第10回経営管理部会

  4　 金　 第10回総務会議

  5　 土　 第34回東京反核医師の会

　 　 　 　 総会・ 記念講演会

  8　 火　 第11回共済部会

  9　 水　 第９ 回医事相談部会

10　 木　 第20回理事会、

　 　 　 　 国会内集会

14　 月　 第９ 回地域医療部会

15　 火　 拡大社保・ 学術部会、

　 　 　 　 第10回社保･学術部会、

　 　 　 　 学術小委員会

16　 水　 第９ 回財政部会

17　 木　 2021年分確定申告個別

　 　 　 　 相談会、 会員無料相談デ

　 　 　 　 ー、 第９ 回政策委員会、

　 　 　 　 休保審査会（ 医科）

　 　 　 　 診療報酬改定作業（ 大

　 　 　 　 阪） ～ 21日まで

18　 金　 事業復活支援金動画撮影

20　 日　 保団連歯科新点数講師団

　 　 　 　 会議

22　 火　 第10回組織部会

24　 木　 2022年度第１ 回「 保険で　

　 　 　 　 よ い『 歯』 を 」 東京連絡会

　 　 　 　 世話人会

25　 金　 第21回理事会

26　 土　 休保審査会（ 全国）

28　 月　 第２ 回Ｉ Ｃ Ｔ 戦略化委員会

保
険
適
用
除
外
も
検
討
課
題
？

保
険
適
用
除
外
も
検
討
課
題
？

製
薬
団
体
ト
ッ
プ
が
異
例
の
発
言

製
薬
団
体
ト
ッ
プ
が
異
例
の
発
言

「
お
や
っ
」
と
思
っ
た
の
は

も
う
一
つ
。
今
年
１
月
の
日
本

に
限
る
と
い
う
も
の
だ
。

４
月
に
予
定
さ
れ
る
最
終
決

定
も
こ
の
通
り
に
な
れ
ば
、
年

間
３
２
０
万
円
の
高
額
薬
（
こ

れ
で
も
当
価
格
か
ら
異
例
の
半

額
値
下
げ
の
結
果
だ
が
）
の
た

め
、
ま
ず
売
れ
な
い
こ
と
に
な

る
。
「
事
実
上
、
こ
の
薬
は
死

ん
だ
」
と
い
う
声
さ
え
市
場
で

製
薬
工
業
協
会
（
製
薬
協
）
の

岡
田
安
史
会
長
の
「
公
的
保
険

給
付
範
囲
の
見
直
し
に
関
す
る

国
民
的
議
論
が
必
要
」
と
の
発

言
だ
。
医
薬
品
の
保
険
償
還
対

象
を
狭
め
る
こ
と
も
検
討
に
値

す
る
、
と
い
う
も
の
だ
。

１
個
社
で
は
な
く
、
製
薬
団

体
の
ト
ッ
プ
が
、
自
ら
の
権
益

縮
小
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ

と
に
踏
み
込
む
の
は
、
こ
れ
ま

こ
の
２
つ
の
例
を
持
ち
出
し

た
の
は
ほ
か
で
も
な
い
、
医
療

界
、
そ
れ
も
先
進
国
に
共
通
し

て
現
在
進
行
し
て
い
る
事
情
、

す
な
わ
ち
、
高
齢
化
に
伴
う
公

的
医
療
財
政
の
膨
張
と
い
う
難

題
を
背
景
に
、
過
去
の
延
長
戦

に
と
ど
ま
ら
な
い
事
態
が
生
じ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ

は
歯
科
医
療
界
に
お
い
て
も

（
医
科
も
薬
局
も
だ
が
）
他
人

事
で
な
い
。

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬

（
本
体
）
は
昨
年
末
に
決
着
し

た
。
そ
の
結
果
も
厳
し
か
っ
た

が
、
そ
の
結
果
以
上
に
、
さ
ら

に
将
来
の
厳
し
さ
を
感
じ
さ
せ

た
の
が
、
決
定
に
至
る
ま
で
の

過
程
だ
。

公
的
医
療
財
政
膨
張
阻
止
に

向
け
、
財
務
省
は
「
本
体
報
酬

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
」
に
猛
攻
勢

を
か
け
て
来
た
。

個
人
的
に
気
に
な
っ
た
の

は
、
「
医
療
経
済
実
態
調
査
」

（
以
下
、
「
実
調
」
）
に
財
務
省

が
矛
先
を
向
け
て
来
た
こ
と

だ
。
実
調
は
２
年
に
１
回
、
厚

生
労
働
省
が
こ
の
診
療
報
酬
改

定
に
合
わ
せ
て
全
国
の
病
院
と

一
般
診
療
所
、
歯
科
診
療
所
、

保
険
調
剤
を
行
っ
て
い
る
保
険

薬
局
に
つ
い
て
サ
ン
プ
ル
調
査

を
実
施
。
そ
の
集
計
結
果
に
基

づ
い
て
ま
と
め
る
も
の
で
、
現

時
点
で
は
医
療
機
関
の
経
営
状

況
を
示
す
唯
一
の
総
合
的
な
デ

ー
タ
だ
。

厚
生
労
働
省
や
医
療
機
関

は
、
診
療
報
酬
本
体
の
引
き
上

げ
要
求
に
あ
た
り
、
こ
の
実
調

デ
ー
タ
を
使
っ
て
い
る
。

今
回
、
こ
の
実
調
に
つ
い
て

財
務
省
は
、
①
サ
ン
プ
ル
調
査

数
の
乏
し
さ
、
②
サ
ン
プ
ル
先

が
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
よ
る
経

年
的
把
握
の
困
難
さ
、
③
サ
ン

プ
ル
の
バ
イ
ア
ス
・
統
計
的
な

有
意
性
―
な
ど
、
様
々
な
問
題

点
を
指
摘
し
、
診
療
報
酬
改
定

に
向
け
た
基
礎
資
料
と
し
て
の

東
洋
経
済
新
報
社

編
集
局
報
道
部
記
者

大
西

富
士
男

は
出
て
い
る
。

　

　
米
国
の
連
邦
政

府
内
で
、
薬
の
承

認
当
局
と
保
険
償

還
を
決
め
る
役
所

で
判
断
が
真
逆
の

方
向
に
な
る
異
例

の
事
態
が
生
じ
て

い
る
わ
け
だ
。

　
こ
の
混
乱
の
原

因
は
、
承
認
申
請
に
使
っ
た
こ

の
薬
の
臨
床
試
験
（
治
験
）
で

の
有
効
性
デ
ー
タ
が
不
確
か
だ

っ
た
こ
と
に
あ
る
の
だ
が
、
そ

の
背
後
に
は
、
①
膨
大
な
患
者

と
そ
の
家
族
の
窮
状
を
救
う
こ

と
、
②
薬
事
承
認
・
保
険
償
還

で
の
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
の
確

保
、
③
保
険
財
政
へ
の
巨
大
イ

ン
パ
ク
ト
と
の
折
り
合
い
を
ど

う
す
る
の
か
―
な
ど
、
極
め
て

現
代
的
か
つ
社
会
的
課
題
が
存

在
し
て
い
る
。

で
は
一
種
の
〝
タ
ブ
ー
〞
だ
っ

た
。
超
異
例
発
言
で
あ
る
。

そ
の
背
後
に
は
、
少
子
高
齢

化
が
山
場
を
迎
え
、
構
造
的
に

膨
ら
む
日
本
の
医
療
保
険
財
政

問
題
が
あ
る
。
診
療
報
酬
改
定

で
、
医
科
・
歯
科
・
薬
局
に
比

べ
さ
ら
に
き
つ
い
寒
風
に
さ
ら

さ
れ
る
の
が
製
薬
業
界
の
定
位

置
だ
。
す
で
に
、
薬
価
改
定
の

毎

年

実

施

も

始

ま

っ

て

お

り
、
最
近
は
、
後
発
薬
や
特
許

切
れ
先
発
薬
（
長
期
収
載
品
）

の
引
き
下
げ
は
あ
る
程
度
甘
受

し
て
も
、
利
益
柱
の
特
許
新
薬

の
薬
価
だ
け
は
死
守
し
よ
う
と

い
う
姿
勢
が
製
薬
業
界
ト
ッ
プ

に
は
見
え
隠
れ
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に

踏
み
込
ん
で
来
た
た
め
、
追
い

込
ま
れ
て
い
る
業
界
事
情
を
さ

ら
に
強
く
感
じ
さ
せ
る
出
来
事

と
な
っ
た
形
だ
。

中
医
協
の
２
０
２
２
年
度
診

療
報
酬
改
定
の
答
申
の
付
帯
意

見
に
も
「
保
険
給
付
範
囲
の
在

り
方
等
へ
の
議
論
」
の
検
討
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
製
薬
団
体
の

ト
ッ
プ
の
発
言
も
背
景
に
し

て
、
次
回
の
２
０
２
４
年
度
改

定
に
向
け
本
格
論
議
に
発
展
す

る
と
の
声
も
出
始
め
て
い
る
。

適
格
性
に
疑
問
を
提
起
し
て
い

る
。
デ
ー
タ
と
し
て
痛
い
と
こ

ろ

を

突

い

て

い

る

と

と

も

に
、
過
去
に
類
の
な
い
異
例
の

事
態
だ
。

財
務
省
資
料
が
挙
げ
る
一
例

で
は
、
実
調
の
診
療
所
の
サ
ン

プ
ル
数
は
診
療
所
全
体
の
20
分

の
１
、
有
効
回
答
率
56
・
２
％

を
掛
け
合
わ
せ
る
と
診
療
所
全

体
の
２
・
８
％
の
デ
ー
タ
し
か

捕
捉
し
て
い
な
い
。
歯
科
診
療

所
も
同
様
に
全
数
の
1
・
１
％

の
捕
捉
率
だ
（
と
も
に
平
成
29

年
調
査
）
。
医
療
機
関
全
体
の

状
況
を
正
確
に
示
し
て
い
る
と

は
い
え
ず
、
実
態
と
乖
離
が
あ

る
、
と
い
う
の
が
財
務
省
の
主

張
だ
。

代
わ
り
に
財
務
省
が
推
す
の

が
「
医
療
法
人
事
業
報
告
書

等
」
と
い
う
デ
ー
タ
だ
。
医
療

法
人
全
数
を
対
象
に
、
毎
年
届

け
出
義
務
の
あ
る
デ
ー
タ
を
基

に
ま
と
め
た
資
料
だ
。
こ
れ
な

ら
確
か
に
サ
ン
プ
ル
バ
イ
ア
ス

は
な
し
、
経
年
比
較
も
で
き
、

診
療
報
酬
改
定
な
ど
の
病
院
等

経
営
へ
の
影
響
も
、
よ
り
正
確

に
捕
捉
し
う
る
。
厚
労
省
は
こ

の
デ
ー
タ
の
届
け
出
や
公
開

（
閲
覧
）
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
て
い
る
。
財
務
省
は
こ
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
間
に
合
わ
せ
た

上
で
、
医
療
法
人
事
業
報
告
書

等
を
次
期
２
０
２
４
年
度
診
療

報
酬
改
定
の
基
礎
資
料
に
し
よ

う
と
い
う
狙
い
を
垣
間
見
せ
て

い
る
。

歯
科
医
療
界
は
こ
れ
に
ど
う

対
処
す
る
の
か
。
ど
う
診
療
報

酬
改
定
に
こ
れ
が
影
響
す
る
か

の
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
の

か
。
今
か
ら
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

財
務
省
が
垣
間
見
せ
る

財
務
省
が
垣
間
見
せ
る

診
療
報
酬
改
定
の
基
礎
資
料
変
更

診
療
報
酬
改
定
の
基
礎
資
料
変
更

連 載
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◆
第
19
回
理
事
会
◆

1
月
28
日
㈮
、
午
後
８
時
00

分
〜
９
時
50
分
。
会
長
、
副
会

長
５
名
、
理
事
16
名
、
監
事
２

名
、
事
務
局
６
名
の
出
席
。

【
政
策
課
題
】　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
①
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
相
談
、

②
陽
性
ま
た
は
濃
厚
接
触
者
に

な
っ
た
場
合
の
対
応
、
③
東
京

都
知
事
宛
て
「
医
療
を
継
続
す

る
た
め
の
検
査
に
関
す
る
要
望

書
」
を
東
京
保
険
医
協
会
と
連

名
で
提
出
し
た
こ
と
、
④
事
業

復
活
支
援
金
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

時
期
に
つ
い
て
協
議
。

　
ま
た
、
２
０
２
２
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
関
し
て
、
①
新
規

医
療
技
術
評
価
項
目
（
１
月
18

日
）、
②
中
医
協
総
会
（
１
月

19
日
）、
③
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
提
出
状
況
、
④
公
聴
会

（
１
月
21
日
）、
⑤
個
別
改
定

項
目
（
１
月
26
日
お
よ
び
28

日
）
に
つ
い
て
協
議
。

【
運
動
課
題
】　「
75
歳
以
上
医

療
費
窓
口
負
担
２
割
化
中
止
を

求
め
る
請
願
署
名
」
に
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
。
署
名
を
受
け

取
っ
た
議
員
の
そ
の
後
の
状
況

把
握
、
署
名
の
効
果
的
な
使
い

方
、
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を
増

や
さ
な
か
っ
た
場
合
の
現
役
世

代
へ
の
影
響
、
高
齢
者
の
窓
口

負
担
が
１
割
で
高
額
療
養
費
制

度
な
ど
が
あ
る
日
本
の
優
れ
た

医
療
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、

２
割
化
の
中
止
を
求
め
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

◆
第
20
回
理
事
会
◆

２
月
10
日
㈭
、
午
後
7
時
00

分
〜
９
時
50
分
。
会
長
、
副
会

長
５
名
、
理
事
15
名
、
監
事
２

名
、
事
務
局
16
名
の
出
席
。

【
診
療
報
酬
改
定
へ
の
対
応
】　

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
結
果
、
②
公
聴
会
の
概

要
、
③
個
別
改
定
項
目
答
申

（
２
月
９
日
）
な
ど
、
改
定
情

報
を
報
告
、
協
議
。
今
回
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

を
通
じ
て
患
者
の
薬
剤
情
報
ま

た
は
特
定
健
診
情
報
等
を
取
得

し
た
場
合
の
評
価
と
し
て
、
電

子
的
保
険
医
療
情
報
活
用
加
算

が
新
設
さ
れ
た
が
、
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
利
用
規
約
に
記
載
さ
れ

て
い
る
問
題
点
も
併
せ
て
解
説

す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
①
診
療

報
酬
改
定
の
中
医
協
「
答
申
」

の
内
容
に
つ
い
て
、
政
策
委
員

長
「
談
話
」
の
作
成
、
②
会
員

に
な
る
と
診
療
報
酬
改
定
情
報

や
事
業
復
活
支
援
金
な
ど
の
補

助
金
・
助
成
金
の
情
報
を
得
ら

れ
る
こ
と
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に

つ
い
て
協
議
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】　
6
月

19
日
㈰
開
催
の
第
50
回
定
期
総

会
に
向
け
、
議
案
、
記
念
講

演
、
懇
親
会
、
開
催
形
式
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
協

議
。

【
組
織
の
現
勢
】　
２
月
１
日

付
会
員
数
５
９
２
２
名
（
入
会

７
名
、
退
会
21
名
）。
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乳
腺
外
科
医
の
裁
判

最
高
裁
が

有
罪
判
決
破
棄

術
後
の
女
性
患
者
に
対
し
、

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
と
し

て
、
乳
腺
外
科
医
が
準
強
制
わ

い
せ
つ
罪
に
問
わ
れ
た
裁
判

で
、
最
高
裁
は
２
月
18
日
、
二

審
の
東
京
高
裁
判
決
を
破
棄

し
、
審
理
を
差
し
戻
し
た
。

被
告
は
２
０
１
６
年
、
病
室

内
で
腫
瘍
の
摘
出
手
術
を
し
た

後
、
意
識
が
も
う
ろ
う
と
す
る

女
性
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し

た
と
さ
れ
る
。

既
報
の
通
り
、
一
審
の
東
京

地
裁
で
は
、
医
師
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

検
出
さ
れ
た
科
学
捜
査
研
究
所

の
鑑
定
に
信
ぴ
ょ
う
性
が
認
め

ら
れ
な
い
と
し
て
、
無
罪
判
決

が
言
い
渡
さ
れ
た
が
、
二
審
の

東
京
高
裁
で
は
一
転
、
懲
役
２

年
の
実
刑
判
決
が
下
っ
て
い
た
。

75
歳
以
上
窓
口

負
担
2
割
化
の

中
止
を

署
名
に
ご
協
力
を

政
府
は
昨
年
６
月
、
年
収
２

０
０
万
円
以
上
で
あ
る
75
歳
以

上
の
患
者
の
窓
口
負
担
を
１
割

か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
る
法
律

を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
今
年
10
月
か
ら
条
件
に

該
当
す
る
75
歳
以
上
の
患
者
の

負
担
額
が
２
倍
と
な
り
、
受
診

抑
制
に
よ
る
疾
病
の
重
症
化
や

医
療
機
関
の
経
営
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

過
去
に
は
70
〜
74
歳
の
窓
口

負
担
を
１
割
か
ら
２
割
に
す
る

法
律
が
成
立
後
、
署
名
や
世
論

の
力
に
よ
っ
て
予
算
措
置
を
実

施
さ
せ
て
、
６
年
間
引
き
上
げ

を
凍
結
さ
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
年
７
月
に
は
参
議
院
議

員
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
署
名
を
集
め
、
国

会
で
２
割
化
に
反
対
す
る
議
員

を
増
や
せ
ば
、
凍
結
や
法
律
改

正
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
協
会
で
は
、
全
国
の

保
険
医
協
会
の
医
師
・
歯
科
医

師
と
と
も
に
、
「
75
歳
以
上
の

医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
」
中

止
を
求
め
る
署
名
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
ま
し

た
。
ご
多
忙
の

中

恐

縮

で

す

が
、
３
月
上
旬

に
、
「
月
刊
保
団

連
」
３
月
号
に

同
封
し
て
ポ
ス

タ
ー
と
署
名
用

紙
、
返
信
用
封

筒
を
お
届
け
し

ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
と
も
ご
協
力

を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

協

会

は
、

今

後
も
会
員
の
先

生
方
の
経
営
・
生
活
と
権
利
を

守
り
、
国
民
の
歯
科
医
療
と
健

康
の
充
実
向
上
の
た
め
に
尽
力

し
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
窓
口
負
担
２
割
化
に
関
す
る

▼

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（ 1 1 ） 第６ ２ ４ 号 ２ ０ ２ ２ 年（ 令和４ 年）３ 月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（ 毎月１ 回１ 日発行） （ 第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、 返戻・ 減点、 指導、 経営・ 税務、 共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。 ☎03（ 3205）2999　 ・ 03（ 3209）9918

G oog leの口コ ミ に書かれた悪評にどう 抗う かが今回のポイ ント です。

一番良い方法は「気にしないこと」です。
悪い口コ ミ が多い歯科医院で盛況な と こ ろ はいく ら で も あり ま す。

口コ ミ を 見ないで医院を 選ぶ方がと ても 多く 、 匿名の口コ ミ を 信用し

ないネッ ト リ テ ラ シーを 持っ た人も 増えてき まし た。 し たがっ て、 医

院経営に一番メ リ ッ ト の多い対応方法は「 気にし ないこ と 」 です。

し かし な がら 、 悪評口コ ミ は医院運営者の精神を 蝕みま す。 そ こ

で、 簡単にでき る 対応方法を 解説いたし ます。

G oog leの口コ ミ は「 G oog leマイ ビ ジ ネス」 と いう 店舗情報の管理

画面から 「 返信」 が可能です。 悪評は情緒的で誇大表現を し ている 場

合が多く 、 院内でそのよ う なこ と が行われていない旨を 理路整然と 説

明し 、 その口コ ミ を 「 ただのク レ ーマー」 にする こ と ができ ます。

返信の最後には「 誤解がある よ う で し たら 一度医院へお越し く ださ

い。 納得いく までご 説明さ せていただき ます」 と 書けば、 その後のリ

アク ショ ン はなく なる ど こ ろ か、 その返信を 見た第三者は診療所の真

摯な姿勢を 評価する のではないでし ょ う か。

事実と し て、 返信を こ ま めに誠実に書いて いる 医院の口コ ミ は概ね

良い評価ばかり になっ ていき ま す。 こ れは悪評対策でも あり 、 良い評

価を 集める 表裏一体の方法と 言えま す。

G oog leの口コ ミ は、 慌て ず気にせず、 も し 評価が気にな る よ う で

あれば返信機能の活用がおすすめです。  

クレセル株式会社　永田康祐

　 W EBに係る歯科関連の法令やト ラ ブル対応などについて、 歯

科専門にサイ ト 制作、 運用、 コ ンサルディ ングを 手掛ける専門家

が解説する本連載。

　 今回は「 ネッ ト 上の口コ ミ について」 の３ 回目―。

ネガティブな口コミへの

対応策 No. ３

東
京
反
核

東
京
反
核

医
師
の
会

医
師
の
会

総
会
開
催

総
会
開
催

本田孝也氏

第第5050回保団連大会回保団連大会

 総勢343名集う 

 文書・口頭発言は151件

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）
は
１
月
29
、
30
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
第
50
回
定

期
大
会
を
開
催
し
、
全
国
の
51

協
会
・
医
会
か
ら
大
会
代
表
、

事
務
局
ら
総
勢
３
４
３
人
が
参

加
。
１
日
目
に
は
次
期
保
団
連

役
員
を
選
任
。
会
長
に
つ
い
て

は
賛
成
多
数
で
住
江
憲
勇
氏
が

信
任
さ
れ
た
。
２
日
目
に
は
副

会
長
の
選
任
が
行
わ
れ
、
当
協

会
の
森
元
主
税
理
事
が
、
引
き

続
き
保
団
連
副
会
長
を
務
め
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

１
５
１
件
の
文
書
・
口
頭
発

言
が
寄
せ
ら
れ
た
今
大
会
。
医

療
を
め
ぐ
る
情
勢
の
特
徴
と
し

て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
本
格
運
用
撤
回
を
求
め
る
議

題
が
上
が
っ
た
。
保
団
連
と
し

て
も
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用

規
約
や
、
運
用
方
法
へ
の
危
険

性
に
言
及
し
た
。
ま
た
、
会
員

に
対
し
、
利
用
上
の
リ
ス
ク
を

周
知
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
の
見
解
を
述
べ
た
。

２
日
目
に
は
、
加
藤
開
副
会

長
は
「
医
療
経
済
実
態
調
査
結

果
か
ら
の
改
定
要
求
」
を
テ
ー

マ
に
口
頭
発
言
。
保
団
連
の
田

辺

隆

副

会

長

は

答

弁

の

中

で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
受
診
抑
制
に

よ
る
収
入
減
少
に
理
解
を
示

加藤開副会長

第
34
回
東
京
反
核
医
師
の
会

総
会
が
、
医
科
協
会
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催

さ
れ
、
医
療
関
係
者
20
人
が
参

加
し
た
。
当
会
か
ら
は
、
矢
野

正
明
理
事
が
代
表
委
員
と
し
て

参
加
し
た
。

冒
頭
、
東
友
会
の
濱
住
治
郎

氏
が
「
自
分
は
胎
内
被
爆
者
、

現
在
76
歳
で
一
番
若
い
被
爆
者

で
す
。
日
本
が
核
兵
器
禁
止
条

約
締
約
会
議
に
向
け
て
先
頭
を

切
っ
て
い
く
べ
き
だ
」
と
語
っ

た
。

「
『
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓

口
負
担
２
割
化
』
は
中
止
を

！
」
国
会
内
集
会
が
２
月
10

日
、
開
催
さ
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
全
国
60
カ
所
を
結
ん
だ
集

会
に
は
、
当
協
会
含
め
20
の
保

険
医
協
会
が
参
加
し
、
感
染
対

策
を
施
し
た
会
場
に
は
約
60
人

が
集
っ
た
。
挨
拶
で
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
の
住
江
憲
勇
会

長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
の
生

活
が
厳
し
い
中
、
非
正
規
雇
用

も
拡
大
し
て
い
る
。
富
裕
層
や

大
企
業
の
減
税
を
止
め
、
財
源

を
確
保
し
、
国
民
の
窓
口
負
担

増
を
中
止
す
べ
き
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
山
崎
誠
衆
議
院
議

員
、
谷
田
川
元
衆
議
院
議
員
、

吉
田
統
彦
衆
議
院
議
員
、
野
間

健
衆
議
院
議
員
（
以
上
、
立

憲
）
、
仁
木
博
文
衆
議
院
議
員

（
無
所
属
）
、
伊
藤
岳
参
議
院

議
員
、
山
添
拓
参
議
院
議
員

（
以
上
、
共
産
）
ら
国
会
議
員

も
参
加
。
各
議
員
か
ら
は
「
年

金
も
減
っ
て
お
り
、
医
療
費
負

担
増
は
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
「
コ
ロ
ナ
で
医
療
機
関
は

傷
付
い
て
い
る
。
今
の
診
療
報

酬
で
は
だ
め
で
、
窓
口
負
担
を

増
や
す
と
受
診
控
え
も
起
こ

る
。
ス
タ
ッ
フ
を
守
る
た
め
に

も
行
動
し
て
い
く
べ
き
」
「
窓

口
負
担
２
割
化
を
止
め
る
た
め

に
、
世
論
を
盛
り
上
げ
て
７
月

の
選
挙
で
政
権
を
変
え
て
い
く

べ
き
」
と
窓
口
負
担
増
に
反
対

す
る
発
言
が
相
次
い
だ
。

さ
ら
に
、
フ
ロ
ア
発
言
で

は
、
今
年
10
月
に
実
施
予
定
で

あ
る
75
歳
以
上
の
負
担
割
合
引

き
上
げ
に
対
し
て
、
「
決
ま
っ

た
こ
と
だ
か
ら
と
諦
め
る
の
で

は
な
く
、
世
論
を
盛
り
上
げ
一

致
団
結
し
て
運
動
し
て
い
く
べ

き
」
「
未
入
会
員
に
も
署
名
に

協
力
し
て
も
ら
っ
た
。
会
員
だ

け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
に
も
協

力

し

て

も

ら

い

世

論

を

広

げ
、
署
名
を
国
会
へ
提
出
し
ま

し
ょ
う
」
な
ど
と
発
言
が
飛
び

交
っ
た
。

高齢者の窓口負担

2割化中止を求め

国会内集会開催

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。  

日 時：3 月 17 日（木） 午後 2 時～5 時 

定 員：6 名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場 所：東京歯科保険医協会 会議室 

要予約：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 
 

無料相談トラブル防止は早めの対処がポイント 

法律相談、経営＆税務相談 

総
会
で
は
、
同
会
の
２
０
２

１
年
の
活
動
報
告
・
決
算
、
２

０
２
２
年
活
動
計
画
・
予
算
案

の
報
告
が
あ
り
、
す
べ
て
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
記
念
講
演
で

は
、
長
崎
県
保
険
医
協
会
会
長

の
本
田
孝
也
氏
よ
り
「
同
じ
被

爆
者
な
の
に
何
故
！
黒
い
雨
と

内
部
被
曝
」
と
題
し
て
、
広
島

と
同
じ
よ
う
に
黒
い
雨
や
灰
が

降
っ
た
長
崎
を
被
爆
認
定
の
対

象
に
含
め
る
よ
う
訴
え
、
裁
判

の
論
点
と
な
っ
た
被
爆
者
認
定

基
準
に
つ
い
て
は
、
広
島
県
は

「
国
」
に
、
長
崎
県
は
「
住

民
」
に
立
証
責
任
が
あ
る
な
ど

の
違
い
を
指
摘
し
、
改
め
る
よ

う
訴
え
た
。

被
爆
者
の
声
を
聴
き
、
詳
細

な
文
献
検
索
と
関
係
者
へ
の
取

材
を
行
う
本
田
会
長
の
情
熱
あ

る
取
り
組
み
に
、
共
感
の
声
が

上
が
っ
た
。

し
、
引
き
続
き
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
に
向
け
た
取
り
組

み
を
続
け
て
い
く
と
回
答
し
た
。

ほ
か
、
議
論
で
は
歯
科
用
貴

金
属
材
料
価
格
、
署
名
活
動
の

課
題
、
情
報
社
会
に
お
け
る
診

療
所
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
な

ど
が
扱
わ
れ
、
２
日
間
の
大
会

は
幕
を
閉
じ
た
。



「

Ｄ

Ｘ

」

は
、D

ig
it

a
l 

T
r
a
n

s
f
o

r
m

a
t
io

n

の
略

で
す
（T

r
a
n

s

はc
r
o

s
s

と

同
意
語
で
あ
り
、
省
略
し
て
Ｘ

と
表
記
）
。
経
済
産
業
省
は
２

０
１
８
年
に
Ｄ
Ｘ
推
進
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
中
で

｢

ビ
ジ
ネ
ス

環
境
の
激
し
い
変
化
に
対
応

し
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
て
、
顧
客
や
社
会
の

ニ
ー
ズ
を
基
に
、
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変

革
す
る
と
と
も
に
、
業
務
そ
の

も
の
や
、
組
織
、
プ
ロ
セ
ス
、

企
業
文
化
・
風
土
を
変
革
し
、

競
争
上
の
優
位
性
を
確
立
す
る

こ
と｣

と
定
義
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
Ｄ
Ｘ
レ
ポ
ー

ト
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
は
一
過
性

の
特
殊
事
象
で
は
な
く
、
常
に

起
こ
り
う
る
事
業
環
境
の
変
化

で
あ
り
、
変
化
す
る
顧
客
・
社

会
の
課
題
を
捉
え
、
素
早
く
変

革
し
続
け
る
能
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
と
し
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

の
み
な
ら
ず
企
業
文
化
（
固
定

観
念
）
を
変
革
す
る
こ
と
が
重

要
と
の
方
向
性
を
示
し
て
ま

す
。Ｉ

Ｔ
化
は
、
技
術
と
し
て
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
連
絡
手
段
を
手

紙
か
ら
Ｅ
メ
ー
ル
に
置
き
換
え

た
り
、
紙
の
帳
簿
か
ら
デ
ジ
タ

ル

に

移

行

し

た

り

す

る

な

ど
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

へ
の
変
化
で
す
。
た
だ
、
こ
れ

だ
け
で
は
既
存
の
業
務
プ
ロ
セ

ス

が

効

率

化

さ

れ

た

だ

け

で
、
Ｄ
Ｘ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

Ｄ
Ｘ
は
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
っ
て
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
や
サ
ー
ビ
ス
自
体

を
変
革
さ
せ
、
診
療
所
の
在
り

方
や
働
き
方
、
従
業
員
の
生
活

に
至
る
ま
で
、
既
存
の
価
値
観

や
枠
組
み
を
覆
す
ほ
ど
の
大
き

な
変
化
を
及
ぼ
し
ま
す
。

例
え
ば
歯
科
で
は
、
印
象
を

印
象
材
か
ら
口
腔
内
ス
キ
ャ
ン

に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
画

面
上
で
形
成
確
認
が
で
き
、
再

印
象
も
上
手
く
ス
キ
ャ
ン
し
て

な

い

部

位

だ

け

で

済

み

ま

す
。
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
は
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
歯
科
技
工
所
に
送

り
、
副
模
型
の
作
製
や
郵
送
で

は
な
く
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
を

作
製
可
能
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化

で
治
療
や
補
綴
物
セ
ッ
ト
ま
で

の
時
間
短
縮
や
医
療
廃
棄
物
の

減
少
、
デ
ー
タ
を
残
せ
ば
模
型

保
管
も
不
要
に
な
り
ま
す
。

政
府
の
方
向
性
は
Ｄ
Ｘ
推
進

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
加

速
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
化
や
そ

の
担
い
手
の
た
め
の
補
助
金

（
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
、
も
の
づ

く
り
補
助
金
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
助
成
金
等
）
も
あ
り
ま
す
。

診
療
所
の
特
徴
、
先
生
自
身
や

従
業
員
の
働
き
方
や
意
義
を
考

え
る
良
い
時
期
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

岡田 尚彦（ 理事／世田谷区）

ＤＸとは何だろう？

「保険医の経営と税務」申し込み受付中

確定申告はも ちろん、 日々悩みがちな従業員の税務にも 役立つ

2022年版の最新の税務対応版を発行！ 1冊無料送付

機
関
紙
２
月
号
に

つ
い
て
、
通
信
員

50
名
の
便
り
か
ら

抜
粋
し
ま
し
た
。

 
通
信
員
便
り

通
信
員
便
り    

№№

11９11９11９11９

◆
協
会
で
は
定
期
的
に
メ
デ
ィ

ア
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
歯
科
医
療
の
現
場
か

ら
メ
デ
ィ
ア
に
発
信
す
べ
き

意
見
に
つ
い
て
先
生
の
お
考

え
を
。

・
口
腔
の
機
能
の
健
全
性
が
人

生
を
豊
か
に
す
る
。

（
他
６
名
）

・
歯
科
医
療
と
医
科
と
の
点
数

の
差
な
ど
。

（
他
３
名
）

・
技
術
料
の
適
正
化
（
根
治
な

ど
）
を
訴
え
た
い
。

（
他
３
名
）

・
開
業
医
で
の
感
染
症
対
策
の

徹
底
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

ほ
し
い
。

（
他
２
名
）

・
治
療
に
対
す
る
国
際
的
な
平

均
価
格
の
発
信
な
ど
。

（
他
１
名
）

・
か
か
り
つ
け
医
の
重
要
性
を

訴
え
る
。

みなさんからの要望に応え、制度を改善しました！

入院は 日目から給付
自宅療養の免責は 日に短縮

保険医休業保障共済保険制度 改善のお知らせ

自宅療養・入院ともに一律5日としていた免責日数
を入院は0日、自宅療養は3日に大幅短縮しました。

一つの制度で短期・長期のどちらの休業リスクに
もしっかり備えられるようになりました。

※2022年8月1日より適用

保険医年

以前に（
の予定利率

年

年金受給に現行利率
年 月受給開始までとなります。現行利率

ご検討されている方は
でご相談ください。

この機会に、ぜひ休業保障制度にご加入ください！

みなさんからの要望に応え、制度を改善しました！

入院は 日目から給付
自宅療養の免責は 日に短縮

保険医休業保障共済保険制度 改善のお知らせ

自宅療養・入院ともに一律5日としていた免責日数
を入院は0日、自宅療養は3日に大幅短縮しました。

一つの制度で短期・長期のどちらの休業リスクに
もしっかり備えられるようになりました。

※2022年8月1日より適用

保険医年金予定利率変更に伴う年金受給のご注意

以前に（ 年 月号）お知らせした通り保険医年金
の予定利率は現行利率の ％から

年 月 日より１ １４０％に変更されます。

年金受給に現行利率 ％ が適用されるのは、
年 月受給開始までとなります。現行利率での年金受給を

ご検討されている方は 月 日（火）までに共済部ま
でご相談ください。

この機会に、ぜひ休業保障制度にご加入ください！

確
定
申
告
・
個
別
相
談
会
を
開
催

確
定
申
告
・
個
別
相
談
会
を
開
催

協
会
は
２
月
17
日
、
「
２
０

２
１
年
分
確
定
申
告
・
個
別
相

談
会
」
を
開
催
し
た
。
会
員
９

人
が
会
場
を
訪
れ
、
協
会
顧
問

税
理
士
の
櫻
木
敦
子
・
枇
杷
阪

隆
貴
の
両
氏
が
対
応
し
た
。

当
日
は
多
く
の
参
加
者
が
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
し
、
実
際
に
使

用
す
る
会
計
ソ
フ
ト
を
用
い
な

が
ら
、
確
定
申
告
の
不
安
な
点

な
ど
を
相
談
。
特
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る

助

成

金

な

ど

の

仕

分

け

や
、
税
務
処
理
に
つ
い
て
の
相

談
が
多
く
、
助
成
金
で
購
入
し

た
固
定
資
産
の
税
務
処
理
方
法

や
、
助
成
金
の
算
入
方
法
な
ど

を
税
理
士
が
詳
し
く
回
答
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、
「
毎
回
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
不
安
な
こ
と
が
解
消
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
」
「
個
別
で

１
時
間
み
っ
ち
り
と
相
談
に
乗

っ
て
も
ら
え
た
の
で
、
安
心
し

て
確
定
申
告
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」
「
丁
寧
に
教
え
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
助
か
り
ま
し

た
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

＜お申し 込み方法＞

①右のQR コ ード を 読み込み、

　 注文フ ォ ームにアク セス

②氏名、電話番号ほか、簡単なアンケート に回答

③「 送信」を ク リ ッ ク

※会員1名につき 、1冊まで無料。  

　 追加でご希望の場合は、有料（ 1冊1,500円）での販売と なり ます。

・
歯
科
医
師
、
歯
科
診
療
所
の

適
正
数
に
つ
い
て
。

・
金
パ
ラ
の
問
題
。

・
患
者
さ
ん
が
無
断
キ
ャ
ン
セ

ル
す
る
こ
と
。
他
の
予
約
を

取
り
た
い
患
者
様
の
迷
惑
と

な
る
の
で
メ
デ
ィ
ア
で
取
り

上
げ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

◆
協
会
に
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
や

情
報
等
は
あ
り
ま
す
か
？

・
他
業
種
の
よ
う
に
、
そ
ろ
そ

ろ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
（
２
０
１
９

年
）
と
現
在
（
２
０
２
１
年
）

の
売
上
高
の
比
較
な
ど
を
集
計

し
て
公
表
し
て
ほ
し
い
。

・
各
都
道
府
県
の
情
報
な
ど
を

知
り
た
い
。

・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
配
信
で
気
軽

に
情
報
や
歯
科
の
講
演
が
聞

き
た
い
で
す
。

・
医
療
ト
ラ
ブ
ル
の
実
例
と
対

策
方
法
を
知
り
た
い
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
嫌
が
ら

せ
的
な
書
き
込
み
対
応
、
窓

口
相
談
。

◆
最
近
気
に
な
る
こ
と
を
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
や
ワ
ク
チ
ン
接

種
。             

（
他
４
名
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
ど
こ

ま
で
増
え
て
い
く
の
か
。

（
他
１
名
）

・
保
険
点
数
の
改
定
。

（
他
１
名
）

・
パ
ラ
の
高
騰
以
来
、
窓
口
負

担
が
増
え
て
患
者
か
ら
不
満

の
声
が
出
て
い
る
。

・
歯
科
医
師
、
衛
生
士
の
求
人

が
難
し
い
こ
と
。

・
か
強
診
の
基
準
。

・
事
業
復
活
支
援
金
の
申
請
。

・
コ
ロ
ナ
禍
と
リ
タ
イ
ヤ
の
時

期
。

・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
影
響
。
1

日
の
来
院
者
も
20
人
を
切
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

・
埼
玉
の
訪
問
診
療
の
先
生

が
、
射
殺
さ
れ
た
事
件
で

す
。
訪
問
診
療
は
、
相
手
の

・
歯
科
医
療
費
の
財
源
。

・
新
患
の
減
少
等
。

・
小
学
校
、
保
育
園
の
休
校
・

休
園
に
よ
っ
て
ス
タ
ッ
フ
が

出
勤
で
き
な
く
な
る
こ
と
。

　
濃
厚
接
触
者
に

　
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
無
料
配
布

協
会
は
１
月
28
日
、
東
京
保

険
医
協
会
と
連
名
で
東
京
都
に

対
し
て
「
医
療
を
継
続
す
る
た

め

の

検

査

に

関

す

る

要

望

書
」
を
提
出
し
た
。
医
療
従
事

者
の
濃
厚
接
触
者
に
つ
い
て

は
、
「
他
の
医
療
従
事
者
に
よ

る
代
替
が
困
難
な
医
療
従
事
者

で
あ
る
こ
と
」
等
の
要
件
を
満

た
し
、
業
務
前
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

ま
た
は
抗
原
定
量
検
査
（
や
む

を
得
な
い
場
合
は
、
薬
事
承
認

さ
れ
た
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ

ト
）
を
実
施
し
て
、
陰
性
で
あ

れ
ば
、
医
療
行
為
を
行
う
こ
と

は
不
要
不
急
の
外
出
に
あ
た
ら

な
い
と
の
判
断
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
結

果
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
時
間

が
か
か
り
、
抗
原
定
性
検
査
キ

ッ

ト

は

自

費

検

査

と

な

る

上
、
品
薄
が
懸
念
さ
れ
る
。

こ
れ
を
受
け
、
協
会
は
東
京

都
に
対
し
て
、
医
療
従
事
者
の

た
め
の
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト

の
確
保
と
、
検
査
の
費
用
補

助
、
検
査
体
制
の
拡
充
を
求
め

た
。
要
望
書
を
受
け
、
東
京
都

は
２
月
８
日
か
ら
３
月
６
日
ま

で
の
期
間
、
濃
厚
接
触
者
に
対

し
て
、
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト

家
庭
に
入
る
の
で
、
今
後
不

安
を
抱
く
先
生
が
多
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
75
才
以
上
窓
口
負
担
２
割
化

の
影
響
に
つ
い
て
。

の
無
料
配
布
を
行
っ
た
。

協
会
は
引
き
続
き
、
医
療
を

継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
要
望

を
行
っ
て
い
く
。

（ 1 2 ）第６ ２ ４ 号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （ 毎月１ 回１ 日発行）２ ０ ２ ２ 年（ 令和４ 年）３ 月１日 （ 第三種郵便物認可）

ホームページアド レス e -m a ilh ttp s :／／w w w . to k yo -sk . c o m ／ in fo @ to kyo -s k . c o m

mailto:info@tokyo-sk.com

